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御
家
流
百
ケ
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授
傳 

全 
   

伊
与
田
宗
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勝
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谷
松
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一
冊 

原
本 

東
北
大
学
附
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図
書
館 

狩
野
文
庫
蔵   

 

【凡
例
】 

① 

句
読
点
、
「 

」、
送
り
仮
名
等
は
適
宜
追
記
し
ま
し
た
。 

② 

旧
仮
名
使
い
を
新
仮
名
使
い
に
適
宜
改
め
ま
し
た
。 

③ 

黒
字
の
（ 

）は
、
本
文
内
に
小
文
字
で
記
さ
れ
た
注
記
で
す
。 

④ 

青
字
の
（ 

）は
、
筆
者
の
補
足
で
す
。 

⑤ 

赤
字
は
、
判
読
等
に
曖
昧
な
点
が
あ
る
部
分
で
す
。 



- 2 - 

 

 

 

 

 

香
道
百
ケ
條 
 

 
 

 

廿
七
箇
條 

一 

香
道
具
名
目
の
事 

一 

香
棚 

乱
箱 

十
炷
香
箱 

香
爐 

銀
葉 

銀
葉
入 

火
末
入 

差
札 

札
（竹
に
て
作
る
を
奈
良
札
と
云
う
）  

札
箱 

札
筒 

銀
葉
盤 

敷
紙 

打
舖 

香
元
盤 

火
筯
立 

香
小
包 

外
包 

香
刀 

火
取
箸 

 

銀
挟
（香
鋏
） 

香
包 

香
割
盤 

香
鋸 

香
割 

香
箱 

火
筯 

灰
押 

羽
箒 

火
相 

鶯 

香
救
（匙
） 

銀
挟 

香
服
紗 

折
居 

香
箸 

重
香
合 

香
之
図 

立
物
盤 

立
物
類 

文
庫
盤 

火
取
香
爐 

香
盆 

薫
物
箱 

沈
箱 

香
箪
笥 

伽
羅
冷 

 

※ 

銀
挟
は
重
複
。
他
書
に
「香
鋏
」と
あ
り
。 
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香
屏
風 

卓 

韓
板 

炭
団
箱 

染
墨
入 

 

二 

舖
紙
（敷
紙
）
の
事 

一 

大
高
を
切
り
て
用
ゆ
。
か
け
な
が
し
の
物
な
り
。
真
の
時
は
香
元
盤
、 

打
敷
な
り
。
金
銀
の
箔
押
し
を
用
ゆ
る
は
略
な
り
。
こ
れ
は
永
く 

用
ゆ
べ
き
た
め
な
り
。
金
の
方
は
春
夏
、
銀
の
方
は
秋
冬
、
ま
た
は 

金
の
方
は
昼
、
銀
の
方
は
夜
と
も
云
う
。 

 

三 

香
席
詞
遣
い
の
事 

一 

灰

は
、
「
押

す
」
と
云

う
。
香

爐

に
火
を
入

れ
る
を
「
取
る
」
と
云

う
。
去

る
を
「
放

つ
」
と
云
う
。 

銀
葉
に
香
を
載
せ
焚
く
を
「
香
を
置
く
」と
云
う
。
取
り
去
る
を
「香
を 

揚
（あ
ぐ
）る
」と
云
う
。
銀
葉
に
て
も
香
に
て
も
に
じ
り
た
る
を
「退
く
」と
云
う
。 

銀
の
落
ち
た
る
を
「走
る
」と
云
う
。
香
炉
の
縁
を
「背
涯
（せ
が
い
）」と
云
う
。 

（
背
涯
、
烟
が
え
し
の
こ
と
な
り
。
玉
箒
、
一
重
口
の
事
な
り
。
）
香
を
焚
き
客
へ
戻
す
を
「
香
を 

継
ぐ
」と
云
う
。
香
聞
く
人
数
を
「連
中
」と
云
う
。
札
を
「打
つ
」と
云
う
。
香
一
組 

終
わ
る
を
「満
る
」と
云
う
。
香
元
、
昔
は
「火
元
」と
云
い
、
今
は
「香
元
」と
云
う
。 

香
串
、
今
は
「鶯
」と
云
う
。
銀
挟
み
、
香
箱
、
香
包
、
折
末
（居
）、
火
末
入
、 

札
箱
、
火
筯
立
、
札
筒
、
香
袋
、
染
墨
入
、
銀
葉
入
、
小
包
紙
、
以
上 

十
二
種
は
「一
つ
、
二
つ
」
と
云
う
。
香
筯
、
火
筯
は
「
一
揃
、
二
揃
」と
云
う
。
鶯
、
灰
押
、 

羽
箒
、
香
救
、
こ
の
四
種
は
「
一
本
、
二
本
」
と
云
う
。
香
炉
は
、
「
一
対
」
「
隻
（
せ

き
）」と
云
う
。 

ま
た
、
「一
双
」「一
箇
」と
云
う
。
銀
盤
、
香
割
盤
、
立
物
盤
、
こ
の
類
は
「一
面
、
二

面
」と
云
う
。 

銀
葉
は
「一
片
、
二
片
」と
云
う
。
香
を
人
に
所
望
の
時
、
「一
焚
き
」と
い
わ
ず 

「一
炷
」と
云
う
べ
し
。 
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四 

香
割
大
き
さ
の
事 

一 

供
香
、
空
焚
と
も
に
無
銘
、
新
渡
り
の
竒
南
を
用
ゆ
べ
し
。 

名
香
は
用
い
ず
。
長
さ
四
分
、
広
さ
三
分
、
厚
さ
壱
分
、
古
来
の
法
な
り
。 

宗
信
の
説
も
か
く
の
如
し
。
隆
勝
曰
く
、
長
さ
三
分
、
巾
弍
分
、
厚
さ
分
半 

五
厘
な
り
。
名
香
は
「馬
尾
」三
分
「蚊
脚
」ほ
ど
、
組
香
は
二
分
四
方
に 

作
る
。
こ
れ
古
法
な
れ
ど
も
、
今
は
少
し
小
さ
き
方
に
作
る
。

 

こ
れ
程
に 

作
り
、
染
墨
に
て
染
め
る
な
り
。
四
方
に
作
る
は
、
木
の
横
竪
知
ら
れ 

ざ
る
様
の
為
な
り
。 

 

五 

香
席
居
ず
ま
い
の
事 

一 

香
元
、
連
中
と
も
に
端
座
（た
ん
ざ
）す
べ
し
。
貴
人
の
有
る
時
は
勿
論
な
り
。 

も
し
、
足
に
痛
み
の
有
る
人
か
、
別
し
て
肥
満
の
人
は
、
そ
の
段
断
り
て
半 

安
座
す
べ
し
。
正
座
の
方
の
足
を
折
り
、
勝
手
の
方
の
足
を
敷
く
な
り
。 

 

六 

香
元
身
の
う
つ
り
の
事 

一 

物
を
取
る
に
、
身
を
ね
じ
れ
ざ
る
様
に
す
べ
し
。
乱
箱
よ
り 

道
具
取
り
出
す
に
、
少
し
す
み
か
け
て
（角
掛
け
て
）座
す
べ
し
。 

 

七 

香
元
手
移
り
の
事 

一 

器
物
を
取
り
扱
う
に
、
手
と
心
と
ひ
と
し
か
る
べ
し
。
「彼
を
取
り
、 

こ
れ
を
取
る
べ
し
」（と
）二
心
に
な
ら
ぬ
様
に
一
意
に
な
り
て
、 

一
物
を
取
り
納
め
て
、
ま
た
、
次
の
器
を
取
る
べ
し
。
か
に
ば
さ
み
、
て
く
び 

の
お
れ
る
な
ど
あ
し
く
、
両
手
に
て
一
度
に
二
物
を
取
る
べ
か
ら
ず
。 

 

八 

香
元
の
置
き
た
る
物
客
よ
り
取
る
事 

一 

香
元
よ
り
出
す
道
具
を
得
と
見
て
取
る
べ
し
。
返
す
と
き
、
そ
の 

心
得
に
て
返
す
べ
し
。
次
へ
出
す
も
、
香
元
の
出
す
様
に
渡
す
べ
し
。 

 



- 5 - 

 

 

 香
元
、
不
得
心
の
人
に
て
、
あ
し
く
出
さ
ば
、
と
く
と
直
し
次
へ
渡
す 

べ
し
。
香
元
の
飾
り
付
け
の
道
具
を
外
よ
り
取
り
て
見
る
べ
か
ら
ず
。 

見
残
器
は
乞
い
て
見
る
べ
し
。
そ
れ
を
香
元
の
障
り
に
な
ら
ぬ
時 

見
合
わ
せ
て
乞
う
べ
し
。
手
を
付
け
て
取
る
事
、
甚
だ
不
礼
な
り
。 

 

九 

香
元
へ
器
物
返
し
様
の
事 

一 

香
元
よ
り
出
せ
し
道
具
、
香
炉
、
札
筒
、
折
末
等
、
香
元
が
出
せ
し 

通
り
に
し
て
返
す
。
敷
紙
の
上
へ
は
返
す
べ
か
ら
ず
。
敷
紙
、
打
敷
、 

香
元
盤
に
障
る
べ
か
ら
ず
。 

 

十 

香
席
上
座
の
事 

一 

当
流
は
香
元
「右
の
方
」
の
初
座
を
上
座
と
す
。
別
し
て
貴
人
の
時
は
、 

向
う
中
央
上
座
な
り
。
座
敷
の
勝
手
に
よ
り
、
ま
た
、
貴
人
、
香
元
の 

左
に
付
き
給
は
ば
、
左
に
先
ず
香
炉
を
廻
す
。
舞
楽
、
競
馬
等
の
「左
」
と 

云
う
は
、
我
が
為
す
べ
て
「右
」の
方
を
云
う
な
り
。 

 

十
一 

香
炉
請
け
取
り
渡
し
の
事 

一 

貴
人
へ
香
炉
差
し
上
げ
候
は
、
置
き
前
の
足
を
廻
し
、
左
の
手
に
す
え
、 

右
の
手
を
香
炉
の
底
の
際
に
そ
え
て
、
い
か
に
も
慎
み
て
進
上
す
る
な
り
。 

則
ち
、
御
請
け
取
り
候
に
は
、
右
の
手
に
て
香
炉
の
上
を
引
き
提
げ
候
べ
く
に 

御
取
り
候
な
り
。
同
輩
の
人
に
渡
す
は
、
左
の
手
に
す
え
、
右
の
手
を
香
炉
の 

中
程
の
脇
に
指
先
を
あ
て
添
え
て
渡
す
。
請
取
人
は
、
左
の
手
を
ば
、 

渡
す
人
の
手
の
下
に
成
る
よ
う
に
し
て
、
右
の
手
に
て
香
炉
を
取
り
揚
げ
、
則
ち
、 

左
の
手
に
居
え
て
取
る
な
り
。
下
輩
の
人
に
引
き
提
げ
候
よ
う
に
持
ち
て
、
底
を
請
け
取
る 

人
の
左
の
手
の
上
に
置
く
様
に
渡
す
な
り
。
婦
人
、
児
、
若
衆
な
ど
に
は
、
前
へ 

持
ち
て
よ
り
、
香
炉
を
畳
の
上
へ
、
能
き
程
の
所
に
置
き
て
し
ざ
る
な
り
。 
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 手
よ
り
手
に
は
渡
さ
ざ
る
も
の
な
り
。
当
時
、
組
香
抔
（
な
ど
）
は
都
（
す
べ
）
て 

男
女
打
ち
交
ざ
り
聞
き
な
れ
ば
、
最
初
よ
り
畳
の
上
に
置
き
渡
し
、 

手
よ
り
手
に
は
渡
さ
ぬ
が
能
し
き
な
り
。
別
し
て
貴
人
に
は
一
炷
聞
き
、 

組
香
で
も
四
方
盆
に
載
せ
て
上
げ
申
す
な
り
。 

 

十
二 

灰
押
し
様
の
事 

一 

聞
香
炉
は
、
灰
五
合
に
致
し
、
「賞
玩
の
筯
と
て
仔
細
有
り
」と
宗
信
も 

云
え
り
。
灰
を
ば
香
炉
の
せ
が
い
よ
り
少
し
高
く
か
き
上
げ
て
押
し
よ
き 

程
に
成
す
る
な
り
。  

真

 

行

 

草

 

略

 

 

十
三 

乱
箱
組
入
れ
の
事 

一 

乱
箱
は
、
源
氏
物
語
な
ど
に
も
「う
ち
乱
箱
」な
ど
と
も
出
て
有
り
。 

寸
法
別
巻
に
有
り
。
飾
り
も
別
に
あ
り
。 

 

十
四 

香
元
置
き
合
わ
せ
の
事 

一 

十
組
香
と
も
に
置
き
合
わ
せ
別
に
図
あ
り
。
外
、
焚
（炷
）合
、
真
花
月
、
連
理
等
は 

置
き
合
わ
せ
飾
り
等
、
秘
事
な
り
。 

 

十
五 

銀
葉
置
き
取
り
の
事 

一 

銀
葉
置
き
取
り
と
云
う
は
、
香
筯
と
指
に
て
銀
の
す
み
（角
）は
さ
み
、 

香
筯
を
指
よ
り
下
に
し
て
香
炉
に
置
く
な
り
。
取
る
時
も
同
前
、 

銀
を
前
の
足
の
方
へ
銀
の
一
文
字
に
成
る
方
を
置
く
べ
し
。
す
み
違
（隅
違
い
）に
は 

置
か
ぬ
物
な
り
。 
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十
六 

香
席
法
度
の
事 

一 

香
席
に
て
慎
む
べ
き
心
遣
い
様
々
有
り
と
い
え
ど
も
、
先
ず
在
増
（あ
ら
ま
し
） 

古
人
の
戒
め 

置
く
専
要
を
書
き
記
し
侍
る
。
な
お
、
古
書
を
見
て
考
え
知
る
べ
し
。 

一 

功
者
ぶ
り
て
、
香
麁
（粗
）末
に
聞
く
べ
か
ら
ず
、
久
し
く
聞
く
も
次
々
へ
ぶ
し 

つ
け
な
り
。
一
炷
聞
き
は
五
息
、
七
息
。
組
香
は
五
息
、
三
息
に
限
る
べ
し
。 

一 

香
炉
あ
ら
く
取
り
扱
う
べ
か
ら
ず
。
香
は
し
り
て
あ
し
（悪
）し
。 

一 

鼻
息
あ
ら
く
す
べ
か
ら
ず
。
灰
散
り
て
見
に
く
（醜
）し
。 

一 

手
に
て
薫
を
招
き
か
け
聞
く
べ
か
ら
ず
。 

一 

我
が
焚
く
香
を
人
感
じ
申
し
候
と
て
、
卑
下
す
べ
か
ら
ず
。
名
聞
か
ば
、 

あ
ら
わ
に
い
う
べ
し
。 

一 

香
を
と
り
申
し
時
、
座
中
へ
挨
拶
は
無
用
な
り
。
次
の
人
へ
一
礼
す
べ
し
。 

一 

香
の
会
に
出
る
時
、
身
に
薫
物
、
匂
袋
等
無
用
な
り
。 

一 

香
を
聞
く
時
、
灰
を
見
る
べ
か
ら
ず
。
焚
か
ざ
る
先
に
請
い
て
、 

灰
を
見
る
べ
し
。 

一 

香
席
に
て
扇
あ
ら
く
つ
か
う
べ
か
ら
ず
。 

一 

香
の
出
る
前
に
鼻
を
か
み
、
身
繕
い
、
風
情
を
改
め
つ
く
る
べ
か
ら
ず
。 

一 

香
席
、
貴
人
有
り
と
も
、
縁
先
に
て
香
を
聞
く
べ
か
ら
ず
。 

 

右
十
二
ヶ
条
は
宗
信
の
書
に
も
出
て
有
り
。 

 

一 

身
に
薫
物
を
焚
き
、
ま
た
、
革
足
袋
は
く
事
。 

一 

香
一
遍
す
む
迄
、
自
餘
の
咄
致
す
事
。 

一 
人
と
さ
さ
や
き
、
談
合
し
て
札
打
つ
事
。 

一 
打
ち
た
る
札
、
取
り
か
ゆ
る
事
。 

一 

香
中
は
（半
ば
）用
所
に
立
つ
事
。 
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一 

香
席
に
て
扇
遣
う
事
。
も
し
、
時
分
に
よ
り
つ
か
い
候
時
は
、
「半
開
き
」 

に
し
て
「そ
ろ
そ
ろ
」と
分
別
有
り
て
遣
う
べ
き
事
。 

一 

香
会
の
節
、
料
理
に
て
も
、
菓
子
に
て
も
、
山
椒
餅
、
柚
餅
、
み
か
ん
の
類
、 

香
の
つ
よ
き
物
、
手
に
移
り
安
き
物
を
用
い
ず
。
座
敷
に
も
櫻
、
蘭
、
惣
じ
て 

香
の
つ
よ
き
物
は
置
か
ず
。
床
の
生
花
な
ど
、
梅
は
勿
論
、
匂
い
高
き
花
は 

生
け
ぬ
様
に
心
懸
く
べ
し
。 

組
香
心
得
の
事 

一 

香
会
に
貴
人
、
は
れ
（晴
）の
客
呼
び
候
節
は
、
組
香
な
ら
ば
同
性
の 

香
を
組
ま
ず
、
客
の
香
な
ど
は
別
し
て
能
き
香
を
用
い
、
随
分
聞
き
安
き
よ
う
に 

仕
う
べ
し
。
こ
れ
心
得
な
り
。
客
の
馳
走
な
り
。
常
々
稽
古
の
節
は
格
別
な
り
。 

さ
れ
ど
、
客
の
香
は
能
く
分
か
る
様
に
組
む
べ
き
事
な
り
。 

 

十
七 

記
録
認
め
様
の
事 

一 

凡
そ
記
録
認
め
様
は
、
端
書
は
四
字
に
な
ら
ぬ
様
に
書
く
べ
し
。 

「
十
炷
香
之
記
」
「
宇
治
山
香
記
」
か
く
の
如
く
書
く
な
り
。
札
紋
は
二
字
に
書
く
べ
し
。 

「若
竹
」「古
松
」「早
梅
」
な
ど
と
書
く
な
り
。
名
乗
は
札
紋
の
わ
き
に
ほ
そ
く
、 

字
も
少
し
小
ぶ
り
に
書
く
な
り
。
尤
も
名
乗
を
書
く
に
貴
人
の
は
御
名
乗
は
書
か
ず
、 

御

字

・
御

号

な
ど
を
書

く
。
尤

も
札

紋

よ
り
一

字

上

げ
て
書

く
な
り
。
十

炷

に 

満
て
ざ
る
組
香
は
年
号
を
書
か
ず
、
月
日
ば
か
り
書
く
べ
し
。
香
筵
、
出
香
、 

香
元
は
書
く
べ
し
。
一
炷
開
の
香
は
中
り
ば
か
り
書
き
、
貴
人
は
当
た
り
数
を 

「何
炷
」と
書
く
。
同
輩
は
数
字
ば
か
り
書
く
。
端
作
の
下
に
香
組
、
香
銘
を 

書
く
べ
し
。
貴
人
ま
た
は
、
は
れ
の
時
は
、
香
組
、
香
銘
は
別
に
小
記
録
に
認
る
な
り
。

 
 記

録
紙
の
事 

一 
記
録
紙
、
御
家
流
に
て
は
「
薄
よ
う
」を
四
方
の
端
を
た
ち
（
断
）て
「つ
ま
紅
」
に
染
め 

用
ゆ
。
今
時
紙
に
て
、
薄
よ
う
と
申
す
は
却
って
薄
く
悪
し
し
。
「
鳥
の
子
」
な
ど
申
し
、 

ま
た
は
「中
庸
」と
か
申
し
て
、
今
の
薄
よ
う
二
枚
が
け
位
も
有
る
の
紙
な
り
。 
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十
八 

小
記
録
の
事 

一 

先
ず
、
時
節
の
銘
の
香
を
「一
の
香
」と
定
め
、
次
々
は
何
成
り
と
も
出
す
。
客
に
は 

聞
き
安
か
ら
ん
為
に
能
き
香
を
出
す
べ
し
。
小
記
録
の
紙
は
常
に 

調
え
て
置
く
。
長
さ
三
寸
七
分
、
横
五
寸
。
恵
南
（
忍
鎧
）
の
「
く
ら
ぶ
山
」
に
は
長
さ
三
寸 

五
、
六
分
、
横
四
寸
七
、
八
分
と
あ
り
。
香
終
り
て
、
本
記
録
に
移
す
べ
し
。  

 

 
 

 
 

 

 

十
九 

名
乗
紙
の
事 

一 
 

「小
切
紙
」「小
記
録
印
紙
」「手
記
録
」
な
ど
と
も
言
う
。
名
乗
紙
は
寸
法 

無
し
。
竪
五
寸
ば
か
り
、
横
三
寸
五
、
六
分
位
に
切
り
、
四
つ
に
畳
み
、
頭
を
少
し 

折
り
て
香
盆
に
載
せ
出
す
。
上
座
請
け
取
り
、
次
へ
一
礼
し
て
一
枚
と
り
、 

次
へ
渡
す
。
次
々
も
右
同
じ
。
末
座
よ
り
香
元
に
盆
を
返
す
。
さ
て
、 

硯
を
面
々
へ
出
す
。
聞
き
終
わ
り
て
名
乗
紙
を
開
き
、
三
折
目
に
聞
を
書
き
付
け
、 

元
の
如
く
畳
み
、
上
に
銘
々
名
乗
を
書
く
な
り
。
香
元
よ
り
香
盆
出
る
時
、 

上
客
請
け
取
り
、
香
盆
の
左
の
す
み
に
お
き
、
次
へ
渡
す
。
こ
の
時
、
一
礼
に
及
ば
ず
。 

次
の
人
請
け
取
り
、
上
客
の
名
乗
紙
を
香
盆
右
の
す
み
へ
繰
り
上
げ
、
そ
の
後
へ 

自
分
の
名
乗
紙
を
置
き
て
、
ま
た
次
へ
渡
す
。
次
第
次
第
、
右
の
如
く
に
し
て 

末
座
よ
り
香
元
へ
渡
す
な
り
。
香
元
請
け
取
り
、
上
座
よ
り
開
き
、
聞
き
を 

よ
（読
）む
時
、
執
筆
、
記
録
に
移
す
な
り
。
名
乗
紙
書
き
様
、
図
を
見
て
知
る
べ
し
。 

 

四
ツ
折 

上
を
少
し
折
て
置
く 
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二
十 

盤
立
物
の
事 

一 

盤
立
物
、
「源
平
香
」を
以
って
本
と
す
。
古
は
こ
れ
ば
か
り
な
り
。
そ
の
後
、 

源
平
香
を
「名
所
香
」に
組
み
替
ら
れ
た
り
。
そ
の
餘
は
そ
の
頃
よ
り
、 

世
に
も
て
は
や
し
行
わ
れ
し
な
り
。
動
く
物
を
「立
物
」と 

申
し
、
動
か
ざ
る
物
を
「
置
物
」と
云
う
。
惣
（双
）方
よ
り
争
う
物
は
盤
を 

横
に
置
き
、
前
よ
り
向
こ
う
行
く
物
は
竪
に
置
く
な
り
。
矢
数
、
競
馬
の 

類
な
り
。 

 

二
十
一 

夜
会
の
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

夜
会
に
は
、
「油
火
」を
用
ゆ
。
蝋
燭
を
嫌
う
な
り
。
厳
重
の
会
に
は 

「
菊
燈
台
」
三
つ
出
す
。
向
こ
う
に
一
つ
、
左
右
に
二
つ
な
り
。
人
数
少
な
（
き
時
は
）
、
右
と
左
は 

二
つ
用
ゆ
、
そ
の
時
は
香
元
の
左
の
方
に
一
つ
、
向
か
い
に
一
つ
置
く
な
り
。 

「花
月
香
」の
時
は
、
左
右
に
二
つ
置
き
、
菊
燈
台
の
下
に
昔
は 

「油
単
（ゆ
た
ん
）」と
て
布
を
敷
く
な
り
。
こ
の
事
、
清
少
納
言
枕
の
草
紙
に
も 

見
え
た
り
。
今
は
五
角
五
葉
の
盆
を
敷
き
、
こ
れ
を
「打
敷
」と
い
う
な
り
。 

 

二
十
二 

火
加
減
の
事 

一 
火
加
減
は
、
香
事
第
一
の
専
要
な
り
。
宗
信
曰
く
、
「火
を
取
る
時
、
灰
を 

あ
た
た
め
候
心
も
ち
に
火
を
入
れ
、
そ
の
上
に
灰
を
懸
け
候
て
、
ま
た
別
の
火
を 

置
き
候
て
少
し
あ
た
た
め
、
さ
て
取
り
お
ろ
し
、
別
の
火
を
前
の
穴
へ
切
り
目
を 

上
へ
な
し
て
入
れ
、
加
減
能
き
時
、
灰
を
懸
け
押
す
な
り
。
」ま
た
曰
く
「香
炉
、 
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火
よ
わ
く
成
る
時
は
、
火
筯
に
て
上
に
穴
を
つ
き
明
け
て
、
そ
の
穴
の 

上
に
銀
を
置
き
香
焚
く
べ
し
。
そ
れ
に
て
も
よ
わ
く
ば
、
返
し
を 

一
炷
穴
の
内
へ
竪
に
入
れ
て
、
そ
れ
に
て
火
を
ほ
う
（焙
）ず
る
な
り
。
貴
人 

御
座
候
時
は
少
し
火
を
つ
よ
く
取
る
べ
し
。
花
や
か
に
て 

聞
し
召
さ
る
る
為
な
り
」。
ま
た
、
曰
く
「香
炉
に
火
を
取
る
心
持
ち
口
傳
あ
り
。 

第
一
の
秘
事
な
り
。
底
の
心
持
ち
、
上
弱
き
方
、
上
一
分
押
し
て 

指
に
覚
ゆ
る
心
持
ち
。
香
炉
、
火
強
き
時
は
銀
の
上
、
少
し
脇
に 

香
を
置
く
心
持
ち
な
り
。
」
隆
勝
曰
く
「
火
合
の
事
、
大
な
る
火
を
入
れ
、
暫
く 

逗
留
候
て
、
い
か
に
も
火
を
古
く
し
て
底
を
強
く
、
上
を
弱
き 

程
な
る
が
よ
く
候
。
惣
て
火
合
は
銀
葉
に
指
を
あ
て
て
見
て
、 

こ
ら
え
難
き
程
が
能
き
な
り
。
」火
合
は
香
炉
に
寄
る
と
い
え
ど
も
、 

聞
香
炉
は
炭
団
と
背
涯
と
同
じ
位
に
置
き
、
灰
を
か
き 

上
げ
、
せ
が
い
の
上
三
分
の
一
程
が
能
き
な
り
。
惣
て
火
を
取
る
事
は
先
ず
高
く 

取
る
べ
し
。
下
が
る
事
は
安
き
な
り
。
火
弱
き
時
は
、
火
を
上
げ
る
事
は 

灰
を
押
し
直
さ
ね
ば
な
ら
ず
。
然
れ
ば
、
程
延
び
て
座
敷
躰 

悪
し
き
な
り
。
空
焚
き
の
火
合
は
、
口
傳
少
し
つ
よ
く
取
る
。
客
、 

路
次
（地
）に
入
る
時
分
、
同
香
次
ぎ
し
時
分
。
羅
国
は
伽
羅
の 

火
合
よ
り
強
く
、
さ
そ
（佐
曽
）羅
、
寸
門
多
羅
、
同
前
。
ま
た
、
薫
物 

類
の
火
合
は
羅
国
と
同
前
な
り
。
聞
香
炉
は
始
め
は
「そ
と
」強
く 

取
り
て
真
那
蛮
な
ど
の
悪
し
き
香
を
焚
き
て
、
火
合
よ
く
成
り
た
る 

時
、
能
き
香
を
用
い
る
な
り
。
始
め
よ
り
火
合
ぬ
る
く
す
る
は
悪
し
。
寒
気 

の
節
は
大
な
る
を
入
れ
て
、
つ
よ
く
取
ら
ざ
れ
ば
聞
き
悪
し
。 

ま
た
、
暖
気
の
節
、
大
な
る
火
を
と
れ
ば
、
厚
（熱
）く
し
て
聞
か
れ
ず
。 

ま
た
、
香
炉
の
大
な
る
に
、
小
さ
き
火
を
取
れ
ば
、
火
力
微
に
し
て
聞
き 

難
し
。
ま
た
、
小
さ
き
香
炉
に
大
な
る
火
を
と
れ
ば
、
あ
つ
く
し
て 

聞
か
れ
ず
。
そ
の
心
得
有
る
べ
し
。
「小
口
六
分
、
竪
七
分
」と
定
め
し
は
、 
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二
寸
六
、
七
分
位
迄
の
香
炉
に
よ
ろ
し
き
寸
法
な
り
。
そ
の
餘
は
こ
れ
に
準
じ
て 

増
減
あ
る
べ
し
。
但
し
、
組
香
十
人
詰
の
時
は
、
常
よ
り
大
な
る 

火
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
後
に
よ
わ
く
成
る
も
の
な
り
。 

 

二
十
三 

炭
団
の
事 

一 

隆
勝
曰
く
「香
炉
に
入
れ
る
火
の
炭
は
、
く
の
木
（椚
）の
丸
木
炭
を 

竪
に
置
く
な
り
。
炭
は
か
ね
て
拵
え
置
く
べ
し
。
炭
の
長
さ
七
分
、 

幅
五
分
な
り
。
」
宗
温
曰
く
「
香
炉
炭
、
た
ど
ん
（
炭
団
）な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
と
い
え
ど
も
、 

く
の
木
の
丸
木
を
炭
に
焼
く
。
寸
法
は
長
さ
七
分
、
木
口
六
分
」 

 

こ
の
図
の
と
お
り
に
切
り
て
竪
に
入
れ
る
な
り
。
香
炉
の
渡
り
、
二
寸
六
、
七
分
の 

香
炉
に
宜
し
き
者
な
り
。
香
炉
の
大
小
に
依
り
て
炭
を
増
減
す
べ
し
。 

 

二
十
四 

組
香
類
の
こ
と 

一 

組
香
は
、
古
十
組
を
以
って
本
と
す
。
夫
々
代
々
色
々
に
組
替
え
、
米
川 

の
頃
よ
り
別
し
て
流
行
、
凡
そ
六
十
組
。
そ
の
餘
、
百
三
拾
組
程
有
り
。 

古
十
組
は
『香
道
秘
傳
』に
委
し
。
そ
の
余
は
小
引
き
に
出
す
。 

 

二
十
五 

香
棚
飾
り
様
の
事 

一 

別
巻
に
委
し
。
（参
考
『御
家
流
棚
盆
飾
置
合
大
概
』） 

初
座
、
香
拵
え
の
時
、
棚
の
上
に
「十
炷
香
箱
」を 

袋
に
入
れ
、
そ
の
季
の
結
び
を
し
て
飾
る
。
戸
の
内
に
「香
割
」、
「鋸
」等
を 

道
具
包
に
入
れ
納
め
置
く
。
下
に
は
乱
箱
に
敷
紙
の
内
に
「香
割
盤
」、 

「
か
り
（
仮
）
包
」
等
入
れ
置
き
、
「
外
包
」
と
も
入
れ
る
。
香
箱
に
組
香
入
れ
る
、
香
四
、
五
種
入
れ 

「染
墨
入
」も
飾
る
な
り
。
後
座
に
「十
炷
香
箱
」「袋
」を
取
り
、
環
付
を 

前
に
な
し
中
に
置
く
。
上
の
棚
に
は
、
乱
箱
に
道
具
組
入
れ 

飾
り
、
地
板
に
「
料
紙
」
「
硯
」
を
飾
る
な
り
。
こ
れ
は
、
外
図
に
あ
る
な
り
。
口
授
す
べ
し
。 
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二
十
六 

組
香
会
式
次
第
の
事 

一 

組
香
に
「真
行
草
」有
り
。
常
は
「草
」を
用
ゆ
。
花
月
、
焚
合
に
は 

「行
」を
用
ゆ
。
連
理
香
に
は
「真
」を
用
ゆ
。
貴
人
招
請
の
節
は 

「真
」の
式
を
用
ゆ
べ
し
。 

 

二
十
七 

組
香
秘
説
の
事 

一 

十
炷
香
は
「冬
」、
花
月
香
は
「春
」、
宇
治
山
香
「秋
」、 

小
鳥
香
は
「冬
」、
郭
公
香
「夏
」、
小
草
香
は
「四
季
と
も
に
」、 

系
図
香
は
「雑
」な
り
。
焼
合
「雑
」、
源
平
「雑
」、
鳥
合
香
「四
季
と
も
」 

  

初
二
十
七
ケ
條 

終
り 

  

香
道
百
ケ
條 

 
 

 
 

廿
五
箇
條 

二
十
八 

香
席
扇
の
事 

一 

香
席
に
は
、
必
ず
扇
を
持
つ
べ
し
。
下
に
置
き
が
た
き
器
物 

拝
見
の
時
、
ま
た
は
、
貴
人
へ
物
を
捧
る
時
に
用
ゆ
。
扇
は
両
面
は 

悪
し
。
私
の
事
に
は
表
を
用
い
、
貴
人
に
は
裏
を
用
ゆ
。 

昔
、
香
席
扇
用
ゆ
る
事
、
宗
信
の
筆
記
に
も
有
る
な
り
。 

茶
の
方
に
も
扇
を
用
ゆ
る
事
と
な
り
ぬ
。
そ
の
後
、
宗
易
（利
休
）の 

歌
あ
り
。 

茶
に
行
か
ば
冬
の
扇
も
忘
る
な
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

壷
一
覧
と
ま
た
は
定
（座
）さ
だ
め 

 

二
十
九 

箱
類
緒
の
付
け
様
の
事 

一 

切
箱
類
、
さ
ん
蓋
、
や
ろ
う
蓋
、
重
も
の
に
て
も
、
身
の 

真
ん
中
に
う
つ
な
り
。
香
事
、
三
齋
の
説
に
は
身
の
真
中
よ
り 
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壱
分
下
げ
て
打
つ
た
る
が
宜
し
と
い
え
り
。 

 

三
十 

 

袋
類
結
び
様
の
事 

一 

香
道
具
外
、
箱
類
、
長
緒
結
び
、
そ
れ
よ
り
色
々
の
花
鳥
虫
類
、 

こ
れ
を
惣
て
「花
結
び
」と
い
う
。
『つ
れ
づ
れ
草
』、
『太
平
記
』等
に
も 

出
て
有
る
な
り
。
桃
花
、
蘂
、
葉
に
杦
（杉
）の
横
目
扇
の
と
じ
た
る 

糸
の
余
り
を
「あ
わ
び
結
び
」に
し
て 

逢
う
事
は
か
た
ち
が
い
な
る
「さ
し
結
び
」と
有
り 

『源
氏
物
語
』に
「あ
げ
巻
結
び
」の
事
も
有
り
て
、
宗
信
の
説
に
曰
く 

「香
袋
の
結
び
様
（口
伝
と
）こ
れ
有
る
な
り
。
」（参
考
『御
家
流
白
露
結
集
』） 

 

三
十
一 

香
席
覚
悟
の
事 

一 

宗
信
曰
く
「香
聞
か
る
る
時
、
老
若
と
も
似
合
い
候
覚
悟
有
る
べ
き
仔
細
候
。
」 

若
き
人
、
香
道
心
得
候
と
も
聊
（
い
さ
さ
か
）
も
功
者
ぶ
り
は
無
用
に
候
。
都
て
香
久
し
く 

聞
く
は
不
礼
な
れ
ど
も
、
ま
た
聞
き
知
り
た
る
躰
に
て
う
わ
の
空
に 

聞
く
事
甚
だ
悪
し
。
聞
き
知
り
た
る
名
香
た
り
と
も
、
座
中
の 

老
人
な
ど
へ
名
な
ど
尋
ね
る
躰
尤
も
に
候
。
我
焚
く
香
、
火
に
強
き
香
に
て 

立
ち
か
ね
候
と
も
、
銀
葉
を
押
す
べ
か
ら
ず
。
そ
の
故
は
、
後
に
て
人
の
焚
く
時
、 

如
何
様
の
香
を
焚
く
べ
き
も
知
れ
ざ
れ
ば
、
こ
れ
心
得
な
り
。
末
座
に
て
は
勝
手 

た
る
べ
し
。
香
席
に
出
候
は
ば
、
兼
ね
て
「季
の
香
」を
持
ち
来
る
べ
し
。
新
宅 

に
て
は
、
別
し
て
心
得
あ
る
べ
し
。
宗
信
な
ど
も
東
山
殿
に
て
「八
重
垣
」を 

焚
き
候
の
類
な
り
。
「瀬
川
」「水
鳥
」
な
ど
の
銘
の
香
な
ど
も
よ
ろ
し
。 

「香
席
法
度
」
と
「覚
悟
」
と
は
、
相
似
て
不
同
な
り
。
法
度
は
急
度
（
き
っっと=

厳
格
な
） 

定
め
な
り
。
法
を
守
る
事
な
り
。
覚
悟
は
自
今
の
心
得
な
り
。
能
く
能
く 

考
う
べ
し
。
名
物
の
香
炉
な
ど
は
、
客
よ
り
床
へ
御
香
炉
へ
置
き
候
え
と
亭
主 

方
へ
挨
拶
有
る
べ
し
。
ま
た
、
客
の
内
、
功
者
成
仁
、
宗
匠
な
ど
は
衆
中
へ
断
り
を 
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い
う
て
、
床
に
上
げ
候
て
も
尤
も
に
候
。
そ
の
座
躰
に
寄
り
覚
悟
あ
る
べ
し
。 

床
に
置
く
と
き
、
盆
に
よ
り
口
傳
あ
り
。
心
得
べ
き
者
な
り
。 

 

三
十
二 

志
野
棚
香
棚
の
事 

一 

香
と
茶
は
雅
事
の
雌
雄
と
成
り
ぬ
る
を
、
い
に
し
え
は
同
じ
く 

用
ら
れ
し
を
豊
臣
太
閤
の
頃
、
茶
事
ば
か
り
が
専
（も
っぱ
ら
）に 

行
わ
れ
、
す
え
ず
え
（
末
々
）は
茶
人
す
ら
香
道
知
ら
ざ
る
人
多
く
な
り
行
き
し
な
り
。 

大
な
る
心
得
違
い
な
り
。
本
を
知
ら
ざ
ら
ん
が
如
し
。
志
野
棚
、 

丸
卓
す
べ
て
別
に
寸
法
あ
り
。 

 

三
十
三 

銀
葉
の
事 

一 

古
（い
に
し
え
）は
、
薫
物
ば
か
り
故
に
金
銀
の
薄
く
延
べ
た
る
に
色
々
花
の
形
な
ど 

打
ち
出
し
彫
り
た
る
を
用
ゆ
。
そ
れ
以
後
、
一
木
の
竒
南
を
賞
翫
せ
し
ゆ
え
に
、 

専
ら
雲
母
を
用
ゆ
る
と
い
え
ど
も
、
古
名
を
呼
び
て
「銀
葉
」と
云
う
な
り
。 

大
き
さ
九
分
四
方
、
八
分
、
七
分
迄
用
ゆ
る
な
り
。
何
れ
も
角
み
一
分
の
面
を
取
り
、 

銀
に
て
覆
輪
を
取
る
。
一
炷
聞
に
は
「ふ
く
り
ん
」
無
き
を
用
ゆ
。
こ
れ
、
古
法
な
り
。 

「ふ
く
り
ん
」
の
有
る
は
組
香
ば
か
り
と
心
得
べ
し
。
宗
信
曰
く
、
「仮
初
め
に
も 

名
香
を
聞
く
銀
と
合
香
を
聞
く
銀
と
は
別
に
致
す
べ
き
事
な
り
。
」 

 

三
十
四 

香
割
（筯
）新
古
の
事 

一 

古
法
は
杉
の
木
地
に
て
作
る
。
宗
入
の
書
に
出
る
。
寸
法
、
凡
そ
七
寸
。
竹
筯
も 

用
ゆ
。
米
川
常
伯
、
五
寸
七
分
。
当
流
は
唐
木
に
て
長
さ
五
寸
、
真
の
時
は 

杉
の
木
地
を
用
ゆ
。 

 

三
十
五 

火
筯
新
古
の
事 

一 
古
は
、
南
蛮
高
麗
の
打
ち
延
べ
の
火
筯
を
用
ゆ
。
凡
そ
長
さ
七
寸
。
古
書
に
見
え
た
り
。 

当
流
は
柄
無
き
物
を
用
ゆ
。
金
銀
四
分
一
（
し
ぶ
い
ち=

合
金
）
等
の
打
ち
延
べ
な

り
。
今
は
、
柄
を
唐 

木
に
て
作
る
な
り
。 
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三
十
六 

香
炉
灰
改
む
る
事 

一 

数
度
香
を
聞
く
は
香
炉
に
も
香
気
移
る
ゆ
え
、
灰
を
い
（煎
）り
て
さ
ま
（冷
）し 

震
（篩
）い
、
香
炉
も
一
夜
水
に
付
（浸
）け
て
、
取
り
上
げ
、
ほ
（干
）し
て
灰
を
入
る
。 

梅
雨
の
時
節 

も
右
の
通
り
に
致
す
べ
き
な
り
。 

 

三
十
七 

香
を
染
む
る
墨
の
事 

一 

染
墨
と
も
粉
墨
と
も
い
う
。
古
来
は
端
墨
を
用
ゆ
る
な
り
。
当
流
の 

傅
に
桐
の
木
を
焼
き
、
粉
に
し
て
用
ゆ
。
ま
た
、
麻
の
木
も
焼
き
、
能
く
す
（摺
）
り
て 

用
ゆ
。
た
だ
し
、
染
墨
は
組
香
の
節
ば
か
り
用
ゆ
る
な
り
。 

 

三
十
八 

灰
製
法
の
事 

一 

能
阿
弥
御
飾
の
記
に
曰
く
、
「灰
は
、
備
中
灰
を
用
ゆ
」と
有
り
。 

こ
れ
、
備
前
磁
器
の
間
に
は
さ
み
焼
く
。
茅
芦
の
類
な
り
。
香
雑
記
に
曰
く
、 

「香
炉
灰
に
池
の
つ
る
と
葉
を
干
し
て
焼
き
て
用
ゆ
。
火
久
し
く
も
つ
な
り
。
」 

こ
れ
、
「
菱

灰

」
な
り
。
「
豆

が
ら
灰

」
、
豆

が
ら
を
焼

き
て
、
ま
た
、
い
り
て
じ
ょ
う
（
尉

）
に
な
し
て 

用
ゆ
。
「
埋
木
灰
」
、
奥
州
名
取
川
よ
り
流
れ
出
る
朽
木
を
灰
に
焼
き
し
も
の
と
云
え
り
。 

名
取
川
は
、
歌
名
所
に
て
埋
れ
木
を
読
み
合
わ
す
な
り
。
色
、
茶
に
し
て
至
て
佳 

品
な
り
。
今
売
る
埋
木
灰
は
海
船
の
朽
木
を
焼
き
、
灰
に
し
た
る
物
な
り
。
色
、
鳶
色 

に
し
て
下
品
な
る
物
な
り
。
「杉
灰
」、
杉
の
立
ち
枯
れ
を
葉
も
土
鍋
の
内
に
入
れ
、 

焼
き
て
、
そ
の
後
強
く
い
れ
ば
、
残
り
し
も
の
皆
白
く
美
し
く
な
る
。
細
か
に 

ふ
る
い
用
ゆ
。
こ
れ
火
持
ち
よ
く
軽
か
ら
ず
、
重
か
ら
ず
、
色
白
く
し
て
良
き
方
な
り
。 

「冨
士
灰
」、
冨
士
山
よ
り
出
る
。
か
る
く
火
持
ち
よ
け
れ
ど
も
、
灰
押
し
て
綺
麗
に 

 

な
ら
ず
。
「鳳
凰
灰
」、
本
石
灰
を
水
干
し
何
遍
も
し
て
、
能
く
ふ
る
い
用
ゆ
。 

上
品
な
り
。
「白
菊
雲
散
灰
」は
、
貝
を
焼
き
た
る
も
の
ゆ
え
悪
し
。
「
桃
色
灰
」も 

こ
の
灰
に
丹
を
少
し
交
ぜ
た
る
物
な
り
。
古
書
に
「奥
州
塩
の 

ま
つ
」と
い
う
灰
を
賞
翫
す
る
よ
し
見
え
た
り
。
古
、
「江
州
す
く
も
の 
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灰
」も
用
ゆ
よ
し
見
え
た
り
。 

風
土
記
に
云
う
、
上
古
、
栗
の
大
樹
あ
り
。
栗
の
本
。
郡
名
こ
れ
よ
り
出
ず
る
。
右
、

栗
朽
を
「す
く
も
」と
云
う
。 

奥
州
湖
越
松
（し
お
こ
し
の
ま
つ
）
に
歌
あ
り
。 

夜
も
す
が
ら
嵐
に
波
を
は
こ
ば
せ
て 

月
を
垂
れ
た
る
湖
越
の
ま
つ  

 
 

 
 

西
行
法
師 

 

三
十
九 

炭
団
制
（製
）法
の
事 

一 

作
り
炭
団
は
悪
し
。
く
の
木
（椚
）の
炭
宜
し
。
寸
法
は
二
十
七
ヶ
條
の 

う
ち
に
出
た
り
。
こ
こ
に
は
製
法
を
出
す
。
寸
法
の
如
く
切
り
て
寒
中
、 

一
日
一
夜
水
に
漬
け
置
き
、
取
り
上
げ
庭
に
出
だ
し
、
雨
露
霜
雪
に
合
わ
せ
、
寒
三
十
日 

取
り
入
れ
ず
し
て
晒
し
置
く
べ
し
。
そ
の
後
、
器
に
入
れ
て
用
ゆ
る
べ
し
。
第
一
の

良
法
な
り
。
ま
た
、
寒
製
の
物 

つ
か
い
切
り
、
急
に
用
い
候
時
は
、
何
時
に
て
も
、
湯
に
て
二
、
三
沸
程
煮
て 

取
り
出
し
、
日
に
ほ
し
か
わ
か
し
用
ゆ
る
な
り
。 

 

四
十 

 

香
屏
風
の
事 

一 

廣
（広
）座
敷
に
て
は
、
必
ず
香
屏
風
を
用
ゆ
。
大
方
二
尺
七
寸
よ
り
、
三
尺
迄
な
り
。 

 

人
の
居
丈
有
る
に
よ
り
、
「座
越
屏
風
」と
も
云
う
な
り
。
八
枚
折
り
な
り
。 

表
、
大
高
白
張
り
な
り
。
裏
、
惣
金
紺
じ
よ
う
（青
）
に
て
、
鳥
襷
（と
り
だ
す
き
）
を
置
き
、
つ
が
い 

銀
金
物
形
蝶
な
り
。
縁
は
蝋
色
な
り
。
ま
た
、
「あ
じ
ろ
屏
風
」を
も
用
ゆ
。 

骨
黒
塗
、
腰
あ
じ
ろ
、
蝶
つ
が
い
紫
の
太
き
組
糸
に
て
と
じ 

た
る
な
り
。
あ
じ
ろ
屏
風
、
こ
れ
の
事
は
『源
氏
物
語
』宇
治
十
帖
の
内 

に
も
見
え
た
り
。 

 

四
十
一 

盤
立
物
の
事 

一 

当
流
古
は
、
十
組
香
の
内
「源
平
香
」
ば
か
り
に
盤
立
物
を
用
ゆ
る 

始
め
な
り
。
そ
の
後
、
志
野
氏
、
世
々
、
米
川
常
伯
、
大
口
含
翠
、
大
枝
流
芳 
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な
ど
、
種
々
面
白
き
組
香
な
ど
、
盤
物
に
作
り
出
だ
せ
し
な
り
。 

 

四
十
二 

三
秘
香
の
事 

一 

「焚
合
十
炷
香
」「花
月
香
」「連
理
香
」な
り
。
式
次
第
は
秘
事 

な
れ
ば
別
に
伝
う
る
な
り
。 

 

四
十
三 

香
の
移
り
香
を
去
る
事 

一 

宗
信
筆
記
に
出
た
れ
ば
、
今
こ
こ
に
略
す
。
ま
た
法
、
「
桃
仁
（
と
う
に
ん
）
」
を
能
く

 

す
り
、
水
を
入
れ
、
香
を
つ
け
置
き
、
そ
の
後
取
り
出
だ
し
、
よ
き
水
に
て
洗
い
、 

陰
干
し
に
す
る
な
り
。 

 

四
十
四 

香
養
い
よ
う
の
事 

一 

香
は
、
随
分
気
の
漏
れ
ぬ
様
に
持
ち
な
す
第
一
な
り
。
殊
に
名
香
な
ど
は 

少
し
く
木
が
さ
（嵩
）こ
れ
無
き
物
な
れ
ば
、
香
気
失
い
安
し
。
常
に
納
め
置
き
に
は 

「茶
」を
入
れ
「錫
」の
二
重
蓋
の
器
よ
し
。
こ
れ
に
し
く
も
の
な
し
。 

他
に
持
ち
行
き
に
は
、
「
火
折

袋
」
（
ひ
う
ち
ぶ
く
ろ
）
に
入
れ
提
げ
る
が
よ
し
。
懐
中
す
れ
ば 

人
気
暖
に
て
香
気
も
れ
散
じ
る
な
り
。
香
包
の
内
「竹
の
皮
紙
」に
包
む
べ
し
。 

竹
の
皮
は
物
の
気
を
も
ら
さ
ぬ
事
、
別
書
に
も
見
え
た
り
。
夏
は 

「
香

冷

（
こ
う
ひ
や
し
）
」
と
い
う
器

物

は
下

に
水

を
入

れ
、
か
け
ご
（
掛

子

）
に
香

を
双

べ
置

く
な
り
。 

ま
た
、
白
米
を
よ
く
（乾
）
か
し
て
、
そ
の
上
に
香
を
置
き
、
そ
の
上
に
ま
た
右
の
米
を 

掛
け
置
く
な
り
。 

【欄
外
注
書
】 

原
文
「火
折
」は
按
ず
る
に
「火
打
」の
誤
り
な
る
べ
し
。 

 

四
十
五 

火
打
袋
の
事 

一 
後
撰
集 

み
ち
の
く
に
ま
か
り
け
る
人
に
火
打
つ
か
わ
す
と
て
書
付
け
侍
り
け
る
。 

折
々
に
う
ち
て
た
く
火
の
け
ぶ
り
（煙
）あ
ら
ば 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
こ
ろ
さ
す
か
を
し
の
べ
と
（ぞ
）お
も
ふ 

 
 

 

つ
ら
ゆ
き 

（後
撰
和
歌
集1304

） 
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隆
勝
曰
く
「香
外
へ
持
ち
行
く
に
は
火
打
袋
に
入
れ
る
」と
。
香
茶
の
雅
人
、 

古
よ
り
火
打
袋
持
つ
な
り
。
『禮
記
内
則
』に
出
る
。
ま
た
、
『景
行
記
』に 

云
う
、
大
和
姫
尊
に
給
う
所
の
袋
の
口
を
開
き
見
れ
ば
、
火
打 

そ
の
中
に
あ
り
と
。 

 

四
十
六 

香
名
出
所
の
事 

一 

竒
南
に
雅
名
を
付
く
る
事
、
道
誉
よ
り
は
じ
ま
る
。 

出
所
銘
、
詩
歌
の
銘
、
姓
名
銘
、
色
躰
銘
、
古
実
銘
香
な
り
。 

 

四
十
七 

香
炉
置
き
前
の
事 

一 

唐
土
よ
り
渡
る
香
炉
に
は
必
ず
「置
き
前
の
足
」あ
り
。
三
つ
の
内
、
足
一
つ 

除
き
た
る
を
「置
き
前
」と
云
う
。
ま
た
、
香
炉
に
模
様
有
る
は
山
水
に
て
も
表
と 

す
べ
き
も
よ
う
の
下
の
足
を
置
き
前
と
す
。
青
磁
な
ど
の 

昔
の
香
炉
に
て
三
足
遠
近
な
く
ば
、
見
付
け
よ
き
方
を
表
と
す
べ
し
。 

ま
た
、
く
わ
ん
入
（貫
入
）な
ど
の
景
あ
る
方
を
表
と
す
。 

 

四
十
八 

灰
の
仕
様
賞
翫
の
箸
目
の
事 

 

一 

当
流
、
灰
の
押
し
形
、
聞
香
炉
の
箸
目
は
、
二
十
七
ヶ
条
の
内
に
有
り
。
空
焚
、 

供
香
の
灰
は
志
野
流
宗
入
十
七
ヶ
条
の
如
し
。
然
れ
ど
も
賞
玩 

の
箸
目
無
し
。
（米
川
）常
伯
、
賞
玩
の
箸
目
を
し
ら
ぬ
事
は
有
る
ま
じ
。 

後
世
の
伝
え
失
い
な
る
べ
し
。 

 

四
十
九 

香
争
来
源
の
事 

一 

香
は
、
異
域
（い
き
）の
産
物
な
り
。
香
焚
く
事
も
天
竺
仏
在
世
よ
り
発
す
る
。 

仏
書
、
沈
水
、
栴
檀
を
焚
く
事
仏
経
に
見
え
た
り
。
唐
土
に
て
は 

漢
の
頃
、
初
め
て
焚
香
の
事
あ
り
。
ま
た
、
「蘭
薫
桂
椒
」の
類
を
焚
く
。 
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古
は
、
「天
地
神
祇
佛
仙
」
の
記
に
供
せ
し
な
り
。
人
間
の
翫
ぶ
物
に
は 

あ
ら
ず
。
「供
香
」と
云
う
て
、
香
を
焚
く
初
め
な
り
。
唐
の
世
に
な
って
文
華 

盛
り
に
し
て
、
終
に
こ
れ
を
も
って
翫
華
と
せ
り
。
君
を
拝
す
る
に
も
、 

客
を
饗
応
す
る
に
も
、
「
空
焚
」し
て
風
雅
の
翫
と
な
れ
り
。 

こ
の
事
長
じ
て
衆
香
を
合
わ
せ
て
、
「焼
合
薫
物
」と
す
。
明
朝
に
至
り
て 

合
香
の
拙
き
事
を
知
り
て
、
始
め
て
一
木
の
竒
南
を
賞
玩
せ
り
。 

我
が
朝
、
古
え
は
且
つ
て
こ
の
事
な
し
。
聖
徳
太
子
、
仏
法
を
信
じ 

給
い
し
に
よ
り
、
始
め
て
香
を
焚
く
事
を
お
こ
れ
り
。
そ
の
後
、
朝
廷
に
て 

専
ら
合
わ
せ
香
も
て
は
や
さ
れ
し
事
『源
氏
物
語
』な
ど
に
見
え
た
り
。 

今
、
朝
廷
に
は
専
ら
合
わ
せ
香
を
用
い
給
う
。
「古
今
集
御
伝
授
」の 

後
に
合
香
の
御
伝
授
有
り
と
云
う
。
大
切
の
事
と
か
や
。
一
味
の
香
を 

専
ら
に
用
い
始
め
し
は
、
足
利
将
軍
家
の
頃
、
発
（
お
こ
）
れ
り
。
京
極
道
誉
取
り
分
け 

香
を
翫
好
せ
し
事
、
前
に
論
ぜ
し
如
く
、
一
木
を
翫
び
し
始
め
、 

焚
香
事
、
「供
香
」が
元
に
て
、
そ
の
後
「空
香
」と
変
じ
、
そ
の
餘 

「翫
香
」と
な
る
。
「空
香
」
も
翫
な
れ
ど
も
、
今
の
如
く
好
悪
を
定
め
、 

鼻
先
に
あ
て
て
委
し
く
聞
く
事
は
、
取
り
分
け
て
翫
香
な
り
。
ま
た
、
焚
組
香
、 

名
香
合
等
出
来
て
弥
甚
敷
（い
よ
い
よ
は
な
は
だ
し
く
）、
今
の
組
香
発
れ
り
。 

 

五
十 

 

蘭
奢
待
の
事 

一 

こ
れ
は
天
平
年
中
に
東
大
寺
へ
納
め
行
な
う
名
香
な
り
。
香
道 

秘
傳
に
宗
信
曰
く
「蘭
奢
待
と
云
う
事
、
こ
の
字
が
秘
事
な
り
。
」 

と
有
り
。
「東
大
寺
」の
文
字
自
然
に
こ
れ
有
る
事
な
り
。
ほ
か
に
沈
香
の 

図
、
貫
目
並
び
に
こ
の
名
の
事
、
委
し
く
別
巻
あ
り
。
実
に 

竒
南
中
の
冠
た
る
物
な
り
。 

 

五
十
一 

右
重
左
半
の
事 
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一 

隆
勝
曰
く
「右
重
左
半
と
申
す
事
、
御
座
候
。
口
上
に
申
し
入
れ
る
如
く
に
候
。 

分
別
有
る
べ
き
な
り
。
」と
あ
り
。
こ
れ
は
、
昼
夜
と
も
に
「半
」の
時
は
左
の
鼻 

あ
き
、
「重
」の
時
は
右
の
鼻
よ
く
通
ず
る
な
り
。
半
の
時
は
五
つ
、 

九
、
七
、
重
の
時
は
四
、
八
、
六
。 

 

五
十
二 

鼻
改
む
る
の
事 

一 

名
香
出
候
後
に
て
「沈
外
」な
ど
出
し
候
も
、
鼻
を
改
む
る
な
り
。 

組
香
、
沢
山
に
聞
き
候
て
逆
上
致
し
、
分
か
ち
か
ね
候
時
は
、
酢
を
綿
に 

し
め
し
、
蛤
貝
に
入
れ
、
た
も
と
に
入
れ
て
、
こ
れ
を
か
ぎ
（嗅
）候
え
ば
、
大
い
に
鼻
を 

改
め
、
よ
く
聞
か
れ
る
物
な
り
。 

  

二
十
五
箇
條 

終
り 

  

香
道
百
ケ
條 

 
 

 
 

 

四
拾
八
箇
條 

五
十
三 

拝
領
道
具
の
事 

一 

貴
人
よ
り
拝
領
の
道
具
、
香
炉
は
勿
論
、
ほ
か
の
小
道
具
な
ど
は 

盆
に
載
せ
置
く
べ
し
。
拝
領
の
香
は
、
組
香
に
は
用
い
ず
。
一
炷
焚
き
に 

出
し
候
時
は
、
右
の
訳
を
申
し
、
初
め
に
炷
く
べ
し
。
次
に
出
す
香
は 

す
こ
し
お
と
り
（劣
）た
る
を
焚
く
べ
し
。 

 

五
十
四 

盆
に
て
香
を
聞
く
事 

一 
盆
に
載
す
る
香
炉
は
、
左
の
手
に
て
盆
を
持
ち
、
右
の
手
に
て
香
炉
を 

と
ら
え
、
座
舗
（敷
）へ
出
る
。
か
く
の
ご
と
く
せ
ざ
れ
ば
、
香
炉
は
し
り
候 

も
の
な
り
。
ま
た
、
座
中
に
て
居
な
が
ら
請
け
取
り
渡
し
は
、
盆
な
が
ら 

押
し
廻
し
て
出
す
。
依
って
貴
人
は
盆
な
が
ら
御
聞
き
候
も
の
な
り
。 
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左
の
手
に
て
盆
を
持
ち
、
右
の
手
に
て
香
炉
の
背
涯
に
そ
え
て
、 

御
聞
き
候
も
の
な
り
。
武
家
、
大
名
衆
な
ど
は
、
香
炉
を
取
り
上
げ
御
聞
き
候
て
宜
し
。 

四
方
盆
は
、
極
真
の
物
な
り
。
決
し
て
貴
人
へ
出
す
ば
か
り
な
り
。 

 

五
十
五 

貴
人
の
前
に
て
香
聞
き
様
の
事 

一 

貴
人
よ
り
香
焚
出
さ
れ
て
聞
く
時
は
、
香
炉
を
取
り
、
慎
み
て
頂
戴 

致
し
、
左
の
手
に
す
え
、
右
の
手
を
下
へ
重
ね
て
、
貴
人
よ
り
「と
く
と
聞
け
」と 

仰
せ
ら
れ
候
は
ば
、
そ
の
時
、
手
を
覆
い
、
常
の
ご
と
く
に
聞
く
べ
し
。
ま
た
、
木
所 

吟
味
な
ど
に
て
、
と
く
と
聞
か
で
叶
わ
ぬ
香
な
ら
ば
、
御
次
の
間
に
て 

聞
く
べ
し
。
ま
た
は
、
御
赦
し
有
る
べ
く
由
、
御
断
り
申
し
上
げ
、
手
を
覆
い
、
と
く
と 

聞
く
べ
し
。
む
つ
か
し
き
香
を
聞
く
定
ま
り
事
は
、
一
応
に
て
は
定 

め
が
た
し
。
大
切
成
る
聞
き
定
む
べ
き
香
な
ら
ば
、
持
ち
て
返
り
、
幾
度
も 

聞
き
て
極
む
べ
し
。
ま
た
、
我
聞
き
た
る
香
を
平
人
の
如
く
に
火
末
を
取
り
上
ぐ 

べ
か
ら
ず
。
「是
非
か
え
せ
」と
の
仰
せ
ら
れ
候
は
ば
、
格
別
な
り
。
ま
た
、
「継
げ
」 

と
の
仰
せ
な
ら
ば
、 

下
座
へ
退
き
て
、
香
を
継
ぎ
て
持
ち
出
す
べ
し
。
貴
人
の
前
に
て
香
を
継
ぐ
時
は
、 

「香
刀
」を
用
い
ず
。
「爪
」
に
て
か
き
て
焚
く
べ
き
な
り
。 

 

五
十
六 

供
香
の
事 

一 

供
香
は
香
を
焚
き
し
は
じ
め
な
り
。
天
地
神
祇
、
鬼
神
を
敬
う
時
に 

供
せ
し
が
、
後
に
空
焚
に
な
り
翫
香
に
な
り
し
な
り
。 

先
ず
灰
は
い
つ
に
て
も
六
合
に
押
し
、
香
も
横
に
置
き
、
銀
葉
は 

し
か
ず
、
（床
の
）前
後
左
右
の
真
中
に
置
く
事
、
供
香
の
置
き
目
と 

心
得
べ
し
。
盆
の
絵
様
に
も
心
得
有
り
と
奥
に
出
す
。 

 

五
十
七 

空
焚
の
事 

一 

空
焚
も
供
香
に
同
じ
く
灰
も
六
合
に
お
し
、
銀
葉
鋪
か
ず
。
名
香
は 

用
い
ず
。
空
焚
は
香
を
翫
と
す
る
始
め
な
り
。
鼻
に
あ
て
て 



- 23 - 

 

 

聞
く
は
後
の
こ
と
な
り
。
床
に
置
く
時
は
左
右
は
中
央
な
り
。
前
後
は 

畳
目
三
つ
前
へ
出
す
。
供
香
に
紛
れ
ぬ
為
な
り
。
ま
た
、
掛
物
も
観
音
、 

達
磨
な
ど
の
類
を
嫌
う
。
供
香
に
似
て
あ
し
け
れ
ば
な
り
。
山
水
花
鳥 

の
類
、
掛
く
べ
し
。 

 

五
十
八 

焚
組
香
一
炷
聞
の
事 

一 

焚
組
香
は
、
兼
ね
て
連
中
へ
こ
の
由
申
し
遣
し
、
各
香
数
を
持
ち
出
ら
る
る 

様
に
す
べ
し
。
次
第
よ
き
様
に
名
を
つ
ぎ
合
わ
す
な
り
。
意
味
は 

次
の
箇
条
に
あ
り
。
香
は
「半
」に
つ
ぐ
べ
し
。
香
炉
、
畳
に
置
き
、 

渡
す
べ
し
。
一
炷
聞
と
云
う
は
、
座
の
奥
に
香
を
聞
く
を
云
う
。
「重
」に 

つ
ぐ
べ
し
。
半
に
焚
く
べ
か
ら
ず
。
香
炉
手
渡
し
に
せ
ず
、
一
炷
聞
に
は
名 

物
の
香
炉
も
用
ゆ
る
故
、
と
か
く
あ
ぶ
な
か
ら
ぬ
様
に
置
き
渡
す
べ
し
。 

ま
た
、
香
一
炷
は
焚
か
ぬ
も
の
な
り
。
風
流
の
こ
と
に
興
な
く
て
は
悪
し
し
。 

 

五
十
九 

香
継
ぎ
様
の
事 

一 

昔
は
香
継
ぎ
様
に
次
第
な
く
、
志
野
宗
信
の
頃
よ
り
始
め
て
、 

「四
季
恋
雑
」の
名
の
香
を
連
歌
の
様
に
継
ぐ
事
を
興
と
せ
り
。 

こ
れ
を
「焚
組
香
」と
い
う
て
、
当
季
の
香
を
始
め
に
焚
き
、
そ
れ
よ
り
ま
た 

季
の
香
を
あ
し
ら
い
、
そ
の
次
は
季
に
あ
ら
で
も
苦
し
か
ら
ず
。
こ
の
三
種
は 

す
べ
て
能
き
香
を
つ
ぐ
な
り
。
ま
た
、
陰
陽
の
去
名
あ
り
。
こ
の
三
種
へ
て
四
炷
目
に 

沈
外
な
ど
を
焚
き
て
、
座
躰
を
改
め
、
そ
の
後
は
い
か
よ
う
の
香
も 

焚
く
べ
し
。
付
け
合
い
は
餘
り
ひ
た
し
（親
）か
ら
ぬ
様
に
継
ぐ
べ
し
。
「玄
宗
」に 

「
楊
貴
妃
」
、
「八
橋
」に
「
杜
若
」な
ど
を
嫌
う
よ
し
、
古
よ
り
云
え
り
。
ま
た
、
「
中

川
」に
「千
鳥
」を
継
ぐ
古
人
手
柄
の
よ
し
、
宗
信
云
え
り
。
東
山
殿
御
小
座
敷 

出
来
の
時
、
宗
信
、
香
を
つ
ぎ
し
に
「八
重
垣
」を
継
が
れ
し
事
あ
り
。 

祝
儀
の
時
、
弔
等
の
時
、
焚
く
べ
き
香
の
名
、
心
得
あ
る
べ
し
。 
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伽
羅
と
達
（木
）と
一
つ
挟
み
に
な
ら
ぬ
様
に
焚
く
べ
し
。 

 

六
十 

 

陰
陽
の
香
の
事 

一 

陰
陽
の
香
の
説
、
宗
温
の
書
に
見
え
た
り
。
唐
の
書
に
は
竒
南
を 

陽
と
し
、
沈
水
を
陰
と
す
る
よ
し
見
え
た
り
。
こ
れ
に
よ
り
発
揮
（ほ
っき
） 

せ
し
説
成
る
べ
し
。
伽
羅
、
羅
国
、
真
那
蛮
（寸
門
多
良
）を
陽
と
し
、 

真
那
賀
（
真
那
蛮
）
、
佐
曽
羅
、
蘇
聞
多
羅
（
真
奈
迦
）
を
陰
と
し
、
こ
れ
を
心
得
て
陰
よ
り 

陽
方
へ
継
ぐ
べ
し
。
陽
よ
り
陰
へ
継
ぐ
べ
か
ら
ず
。
右
陰
陽
継
ぎ
様
の 

次
第
は
、
初
め
三
炷
の
内
の
事
な
り
。
四
炷
目
に
沈
外
を
焚
き
、
そ
れ
よ
り
は 

何
れ
に
て
も
焚
く
べ
き
な
り
。 

 

六
十
一 

沈
外
の
事 

一 

古
は
「
沈
」と
い
う
は
香
の
惣
名
な
り
。
今
以
って
堂
上
、
公
家
に
は
「
沈
」と
呼
び 

給
い
て
「伽
羅
」と
い
う
名
目
な
し
。
心
得
べ
き
事
な
り
。
古
書
に 

「世
上
沈
数
寄
候
な
ど
有
り
。
将
軍
家
よ
り
朝
庭
（廷
）へ
伽
羅
を
献
ぜ
ら
れ
、 

そ
の
御
返
翰
（ご
へ
ん
か
ん
）
に
も
新
渡
の
沈
一
段
献
ぜ
ら
れ
」と
有
り
。
沈
箱
な
ど
と 

い
ふ
名
目
も
こ
れ
な
り
。
今
の
世
上
す
べ
て
香
を
「伽
羅
」と
い
い
達
木
、 

竒
南
を
し
こ
め
て
「伽
羅
」と
い
う
が
如
し
。
然
ら
ば
「沈
外
」と
い
う
は 

香
の
外
成
る
も
の
と
い
う
意
や
。
「雪
月
花
集
」に
追
加
六
種
の
内
に 

沈
外
有
り
。
宗
信
曰
く
「十
種
の
内
の
名
香
焚
き
し
あ
と
に
て
「香
つ
げ
」と
の 

所
望
に
は
沈
外
、
丹
霞
に
て
あ
し
ら
い
申
す
べ
き
由
定
め
し
」と
な
り
。 

宗
温
曰
く
「沈
外
の
聞
き
口
傳
と
有
り
て
、
沈
外
の
木
所
赤
く
す
ほ
う
（蘇
芳
）の 

如
く
、
聞
き
は
羅
国
の
悪
し
き
香
な
り
」と
云
え
り
。
然
れ
ど
も
「沈
の
外
」な
る 

物
は
沈
外
な
れ
ば
、
薄
き
達
ち
の
木
、
ま
た
は
和
木
、
何
れ
成
り
と
も
沈
外
と 

名
付
け
焚
く
は
、
そ
の
心
に
同
じ
。
名
香
の
隔
て
に
「沈
外
」と
て
、 

外
の
も
の
を
焚
く
事
、
面
白
き
意
味
な
り
。 
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【
欄
外
注
書
】  

六
十
条
傍
線
部
の
訂
正
に
つ
い
て 

○
焚
合
十
炷
香 

○
連
理
香 

○
真
花
月
香
等 

伝
書
に
は
、
伽
羅
、
羅
国
、
寸
門
多
良
を
陽
と
し
。
真
那
蛮
、
真
那
加
、
佐
曽

良
を
陰
と
す
。 

今
こ
の
百
ヶ
條
第
六
十
條
、
本
文
に
真
那
蛮
を
陽
と
し
、
寸
門
多
良
を
陰
と
す

る
は
、
ま
さ
に
誤
り
と
見
て
し
か
る
べ
し
。 
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六
十
二 

追
加
の
事 

一 

追
加
の
文
字
に
て
見
れ
ば
、
追
って
加
う
る
と
い
う
事
に
て
、
六
十
種 

と
定
め
て
後
、
面
白
き
香
出
て
六
十
一
種
と
成
り
、
ま
た
、
六
十
六
種
と 

せ
し
よ
う
な
れ
ど
も
、
一
定
し
て
左
様
ば
か
り
に
て
も
な
し
。
こ
れ
は 

名
香
を
焚
き
し
後
は
、
も
は
や
続
く
香
も
な
け
れ
ば
、
一
向
に 

別
の
物
に
て
あ
し
ら
う
べ
し
と
い
う
意
味
な
り
。
「東
大
寺
」の 

追
加
は
「沈
外
」「古
木
」「
あ
や
め
」そ
の
外
、
十
種
の
香
の
内
に
は
「園
城
寺
」、 

ま
た
は
「念
殊
」を
用
ゆ
。
こ
の
外
、
五
十
種
の
う
ち
の
名
香
に
は
、
何
れ
成
り
と
も 

追
加
に
焚
く
べ
し
。
追
加
は
、
あ
し
ら
い
と
い
う
意
と
見
る
べ
し
。 

六
十
種
の
外
、
六
種
の
追
加
の
香
用
い
て
あ
し
ら
う
べ
し
。
ま
た
、 

組
香
に
追
加
を
聞
く
と
云
う
事
あ
り
。
こ
れ
は
、
ま
た
別
の
事
に
て
伽
羅 

に
て
も
何
に
て
も
用
い
、
焚
き
終
わ
り
し
火
末
を
元
の
如
く
包
み
直
し
、 

別
に
香
一
種
を
「ウ
」に
入
れ
替
え
て
聞
く
事
あ
り
。
故
に
組
香
の
追
加
を 

聞
き
当
た
る
を
手
柄
に
す
る
な
り
。
「点
」も
多
く
、
ま
た
聞
き
は
ず
し
た
る
は
、 

「星
」を
附
け
る
な
り
。 

 

六
十
三 

名
香
持
ち
の
所
に
て
香
焚
く
心
得
の
事 

一 

古
書
に
「伽
羅
持
ち
の
所
に
て
伽
羅
焚
く
べ
か
ら
ず
。
羅
国
な
ど
能
き
候
。 

真
那
伽
、
真
那
蛮
は
始
め
か
ら
焚
か
ず
」と
云
々
。
こ
の
説
の
如
く
、
名
香
所 

持
の
方
に
て
、
そ
の
香
と
う
か
が
い
て
能
き
香
を
焚
く
べ
か
ら
ず
。 

少
し
ず
つ
、
名
香
を
持
ち
し
人
を
「名
香
持
ち
」と
は
い
う
べ
か
ら
ず
。
そ
れ
は 

何
れ
の
家
に
も
あ
り
。
只
家
の
香
と
て
、
元
木
を
持
ち
し
人
の
方
に
て
、 

そ
れ
よ
り
勝
り
た
る
香
を
焚
く
事
、
不
遠
慮
な
る
べ
し
。
こ
の
意
な
り
。 

 

六
十
四 

凶
禮
の
香
の
事 

一 

古
書
に
「不
幸
な
ど
こ
れ
有
る
家
に
て
は
「般
若
」、
そ
の
外
「法
花
経
」等
の 
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名
な
ど
の
香
焚
く
べ
し
。
」と
あ
り
。
凶
禮
の
時
、
霊
前
の
焚
香
は
、 

木
の
目
を
「竪
」に
置
く
べ
し
。
依
って
常
に
は
木
め
（目
）を
横
に
お
く
。 

か
り
そ
め
に
も
竪
に
焚
く
事
忘
る
べ
し
。 

 

六
十
五 

新
宅
香
の
事 

一 

宗
信
曰
く
「新
宅
移
徙
（わ
た
ま
し
）の
所
に
て
香
興
行
有
ら
ば
、
鴨
の
香
炉 

に
て
聞
く
べ
し
。
」ま
た
曰
く
「東
山
殿
御
小
座
敷
建
て
申
し
候
て
、
そ
の 

御
座
敷
に
て
、
御
香
始
め
に
拙
者
に
焚
き
申
せ
の
よ
し
、
上
意
に
て 

八
重
垣
を
焚
き
申
し
候
。
」
こ
の
心
遣
い
口
傳
有
り
。 

 

六
十
六 

酒
宴
の
座
へ
香
を
出
す
事 

一 

古
書
に
「酒
中
場
へ
自
然
香
炉
出
す
事
あ
ら
ば
、
生
物
の 

香
炉
を
出
す
べ
し
。
名
香
を
焚
く
事
な
し
。
生
物
の
香
炉 

出
す
は
、
常
と
か
わ
り
座
興
に
出
す
事
ゆ
え
、
少
な
き
（小
さ
き
）香
炉
な
ど
は 

あ
ぶ
な
（危
）き
ゆ
え
な
り
。
空
焚
、
同
前
の
こ
と
な
り
。 

 

六
十
七 

香
盆
形
に
よ
り
用
い
様
の
事 

一 

香
合
に
は
、
無
絵
、
無
地
の
香
盆
を
出
す
事
古
実
な
り
。
香
挟
の
絵
に 

指
し
合
わ
す
故
な
り
。
古
書
に
曰
く
「
床
に
香
盆
置
く
時
、
床
に
懸
け
物
無
き
時
は
、 

絵
よ
う
の
香
盆
、
唐
物
は
見
立
て
能
き
の
物
を
用
ゆ
。
足
あ
る
四
方 

盆
は
貴
人
に
の
み
用
ゆ
。
香
炉
ば
か
り
置
く
な
り
。
外
の
物
一
切
の
せ
ず
、
香
箱
、
香
筯 

な
ど
は
長
盆
、
丸
盆
、
沓
形
盆
な
ど
に
置
き
合
わ
す
べ
し
。
少
し
長
め
な
る
盆
は
、 

香
炉
一
つ
置
き
に
も
し
、
平
人
の
貴
む
べ
き
人
に
用
ゆ
。
今
少
し
長
き
は
二
つ
置
き 

に
も
し
、
そ
れ
よ
り
長
き
は
三
つ
置
き
に
致
す
。
丸
盆
は
向
こ
う
と
前
と
に
二
つ
置

き
に
す
べ
し
。
こ
れ
も
一
つ
は
置
か
ず
候
。
沓
形
盆
、
様
子
に
よ
り
、
二
つ
も
三
つ
も 

置
く
べ
し
。
六
角
、
八
角
の
盆
は
切
目
を
前
に
す
る
な
り
。
『
仙
伝
書
』
に
曰
く
「六
角
、 



- 28 - 

 

 

八
角
の
盆
は
角
を
前
に
す
る
な
り
と
宗
温
の
説
も
同
じ
。
こ
の 

相
違
は
六
角
、
八
角
の
香
炉
、
香
盆
、
卓
、
重
食
籠
等
の
類
、
こ
の 

置
き
様
心
得
べ
し
。
絵
有
る
物
は
絵
に
順
い
、
板
目
有
る
物
は
板
目
に
順
う
。 

角
と
も
切
目
と
も
定
め
が
た
し
。
人
物
、
草
木
の
絵
の
盆
は
、
供
香
に
は
、 

人
物
の
足
、
草
木
の
根
を
向
こ
う
に
す
べ
し
。
空
焚
、
翫
香
の
時
は
、
前
に 

な
し
て
置
く
べ
し
。
ま
た
、
無
地
に
て
足
あ
る
物
に
て
は
足
に
順
い
置
く
べ
し
。
真
塗
り
の 

物
に
て
も
木
目
は
見
ゆ
る
も
の
な
り
。
こ
れ
は
木
目
を
横
に
置
く
と
心
得
べ
し
。 

 

六
十
八 

四
方
盆
を
略
に
用
い
る
事 

一 

宗
信
曰
く
「長
盆
な
ど
所
持
せ
ぬ
時
、
香
炉
、
香
箱
な
ど
盆
に
載
せ
、
床
に 

置
く
時
、
四
方
盆
を
角
違
い
に
置
く
は
よ
し
。
盆
の
内
ら
い
有
り
て
よ
し
」と
。 

四
方
盆
は
、
真
の
物
に
て
常
に
用
ゆ
る
事
な
し
。
盆
数
持
た
ぬ
侘
び
人
の 

方
に
て
は
、
略
し
て
方
盆
を
角
違
い
に
用
ゆ
る
事
面
白
き
事
な
り
。
盆
の 

内
ら
い
有
る
の
み
に
非
ら
ず
。
真
の
物
を
草
に
用
ゆ
る
心
な
り
。 

 

六
十
九 

香
炉
袋
製
の
事 

一 

真
は
裏
付
き
の
緒
つ
が
り
有
る
を
用
ゆ
。
行
は
網
袋
に
入
れ
色
は
紫
、 

ま
た
は
紅
な
り
。
草
は
紫
縮
緬
、
何
に
て
も
大
津
袋
に
入
る
。
真
の
袋
裏
は 

白
な
り
。
唐
物
の
香
炉
は
表
に
緞
子
を
用
い
、
和
物
は
金
襴
等
を
用
ゆ
。 

御
勅
銘
等
の
香
炉
は
何
程
宣
し
き
き
れ
（布
）た
り
と
も
、
古
き
物
は 

用
い
ず
。
切
れ
に
も
そ
の
心
得
あ
る
べ
し
。
行
の
袋
に
網
袋
を
用
ゆ
る
事
は 

相
阿
弥
の
書
に
出
た
り
。 

 

七
十 

 

名
物
香
炉 

同
あ
し
ら
い
の
事 

一 
 

「名
物
香
炉
」、
「有
名
の
香
炉
」有
り
。
と
も
に
名
物
の
香
炉
と
云
え
ど
も
、 

分
け
て
呼
ぶ
べ
し
。
名
物
と
云
う
は
、
「不
破
香
炉
」、
「千
鳥
香
炉
」、
「み
だ
れ 

が
み
」、
「ち
ぢ
り
」、
「ま
す
や
」等
を
「古
名
物
」と
云
う
。
そ
の
後
、
貴
人
御
銘
の 

物
あ
り
。
新
名
物
な
り
。
ま
た
、
「
名
の
香
炉
」と
云
う
は
、
宗
入
が
定
め
置
き
し 

十
七
品
の
切
形
の
香
炉
を
名
の
香
炉
と
云
う
。
こ
の
外
の
物
を 
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「雛
形
」と
云
う
。
十
七
品
の
香
炉
は
供
香
、
空
焚
、
翫
香
に
用
ゆ
る
類
な
り
。 

名
物
の
香
炉
は
盆
に
の
せ
、
床
に
置
く
。
香
を
聞
き
て
も
終
わ
り
に
、
ま
た 

盆
に
の
せ
床
に
置
く
べ
し
。
火
末
を
焚
か
ず
。
常
の
香
炉
は
火
末 

を
焚
か
ば
出
し
置
き
、
焚
か
ざ
れ
ば
取
り
て
勝
手
に
入
る
べ
し
。
客
よ
り
、 

床
へ
上
げ
る
時
は
、
ふ
く
さ
に
て
盆
を
ふ
き
、
香
炉
を
の
せ
、
床
へ
上
げ
る
な
り
。 

名
物
の
香
炉
は
、
先
ず
盆
を
ふ
き
、
床
へ
上
げ
、
そ
の
後
、
香
炉
を
ふ
き
て 

後
よ
り
上
げ
る
な
り
。
そ
れ
よ
り
、
床
の
縁
を
も
ふ
き
て
後
へ
退
く
べ
し
。 

名
物
の
香
炉
は
、
箸
目
灰
を
和
ら
か
に
、
木
の
箸
を
用
ゆ
べ
し
。 

名
物
の
聞
香
炉
は
床
の
軸
先
に
置
く
べ
し
。
亭
主
よ
り
は
軸 

脇
に
置
き
、
客
よ
り
は
軸
先
に
お
く
な
り
。
聞
香
炉
は
す
べ
て
卓
に
上
げ
る
べ
か
ら
ず
。 

い
つ
に
て
も
香
盆
に
載
す
る
物
と
心
得
べ
し
。
卓
の
香
炉
に
は
、 

「
す
べ
り
香
炉
」
、
「
欅
香
炉
」
、
「
す
の
こ
香
炉
」
な
ど
宜
し
。
灰
六
合
。
「
二
重
香

炉
」、 

神
仏
等
の
供
香
に
用
ゆ
。
「穂
屋
香
炉
」も
供
香
の
具
な
り
。
「火
取 

香
炉
」は
勝
手
よ
り
火
を
取
り
持
ち
来
る
、
ま
た
は
、
衣
服
に
香
を
留
め
る 

時
に
用
ゆ
。
た
き
物
の
空
焚
に
も
用
ゆ
。
「塩
筒
（し
お
げ
）香
炉
」は
、 

厳
儀
の
時
は
用
い
ず
。
こ
れ
は
あ
し
ら
い
に
置
く
が
よ
し
。
「八
卦
香
炉
」は 

飾
り
香
炉
、
供
香
に
も
用
ゆ
。
灰
の
押
し
様
、
そ
の
時
の
季
の
卦
を
置
き
前
と 

定
む
。
足
も
図
足
の
香
炉
に
八
卦
あ
ら
は
、
こ
れ
に
随
う
べ
し
。 

ま
た
、
耳
あ
る
香
炉
に
は
、
八
卦
あ
り
と
も
、
耳
を
正
し
く
左
右
へ
置
く
べ
し
。 

季
に
拘
（か
か
わ
）る
べ
か
ら
ず
。
相
阿
弥
の
説
に
「足
に
も
耳
に
も
拘
ら
ず
、
只 

季
の
卦
を
置
き
前
と
せ
よ
」と
あ
る
は
不
審
な
り
。
用
ゆ
る
べ
か
ら
ず
。
名
物
、
ま
た
は 

勅
名
等
の
香
炉
は
袋
に
入
れ
て
も
飾
る
な
り
。
そ
の
時
は
香
合
置
き
合
わ
せ
す
べ
か
ら
ず

。 

さ
も
な
き
香
炉
は
決
し
て
袋
に
入
れ
て
飾
る
べ
か
ら
ず
。 

 

七
十
一 

人
に
香
を
贈
る
事 

一 

名
香
を
人
に
遣
（つ
か
わ
）し
候
に
一
種
は
遣
さ
ぬ
物
な
り
。
二
種
、
三
種
遣
す
も 

の
な
り
。 
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木
が
さ
は
小
分
に
て
も
苦
し
か
ら
ず
候
。
新
名
香
は
壱
分
、
弐
分
。
そ
の
餘
は
一
両
も 

遣
う
べ
く
候
。
そ
れ
は
包
紙
に
名
を
書
か
ず
、
別
に
香
名
は
文
に
書
き
遣
す 

べ
し
。
包
紙
も
本
式
に
は
有
る
べ
か
ら
ず
。
包
紙
に
一
、
二
付
け
を
し
て
、
文
に
は 

「一 

何
」「二 

何
」と
銘
を
書
く
べ
し
。
本
式
に
包
む
は
少
な
し
の
香
の
事
な
り
。 

只
、
奉
書
紙
に
て
二
つ
折
に
「く
る
く
る
」と
包
み
、
前
後
打
ち
返
し
遣
し
申
し
候
。 

薫
物
を
贈
る
は
こ
の
例
に
あ
ら
ず
。
別
の
折
り
形
等
有
り
。 

 

七
十
二 

鴨
の
香
炉
あ
し
ら
い
の
事 

一 

鴨
、
鴛
、
獅
子
の
香
炉
、
志
野
氏
、
建
部
氏
な
ど
の
云
う
処
と
同
じ
。 

然
れ
ど
も
左
右
の
む
け
（向
）方
、
廻
し
方
と
も
に
専
ら
と
す
る
処
は
、
兎
角 

貴
人
の
方
へ
尾
を
む
け
ざ
る
様
に
心
得
べ
し
。
こ
れ
大
意
な
り
。 

置
き
前
の
筯
目
は
、
む
ね
（
胸
）
の
方
に
付
く
な
り
。
尤
も
銀
も
前
へ
角
か
け
て
置
く
。
香
は 

竪
に
置
く
べ
し
。
聞
く
時
は
、
横
に
成
る
な
り
。
香
元
は
前
に
鴨
の
香
炉
置
く 

時
は
、
頭
、
む
ね
な
ど
の
方
向
に
な
し
、
尾
を
我
前
に
し
て
置
く
べ
し
。
出
す
時
は
横
に 

な
し
て
、
頭
を
人
の
方
へ
な
し
て
渡
す
べ
し
。 

 

七
十
三 

角
香
炉
あ
し
ら
い
の
事 

一 

角
香
炉
は
、
角
を
一
つ
前
に
定
む
べ
し
。  

 
 

銀
葉
は
、
か
く
の
如
く
置
く
な
り
。  

宗
入
の
角
香
炉
の
図
に
は
「□
」か
く
の
如
く
直
に
置
く
な
り
。
茶
人
宗
易
な
ど
の 

説
に
も
、
「
角
か
け
て
置
く
面
白
し
」と
云
え
り
。
当
流
は
角
違
い
に
置
く
事
な
り
。 

 

七
十
四 

床
飾
り
図
式 

一 

床
に
香
炉
を
盆
に
の
せ
置
く
。
ま
た
、
卓
に
の
せ
置
く
事
と
も
、
別
に
図
式
有
る
な
り
。 

 

習
い
も
あ
り
。
中
央
の
卓
は
床
な
き
座
敷
に
置
く
物
な
り
。 

床
有
る
座
敷
に
て
も
決
し
て
床
に
置
く
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
。 

 

七
十
五 

置
き
合
わ
せ
飾
り
方
習
い
の
事 

一 

別
に
図
あ
り
。
こ
こ
に
委
し
く
は
述
べ
難
し
。 

 

七
十
六 
釣
香
炉
の
事 
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一 

空
焚
の
具
な
り
。
銅
に
も
磁
器
に
も
有
り
。
鎖
に
て
釣
る
な
り
。
床
に
つ
る 

に
は
下
よ
り
二
尺
五
寸
あ
げ
て
釣
る
べ
し
。 

 

七
十
七 

床
無
き
座
敷
の
置
き
合
わ
せ
の
事 

一 

床
無
き
座
敷
に
は
屏
風
の
内
に
も
置
き
合
わ
す
な
り
。
能
阿
弥
の
説
に
「屏 

風
の
内
に
台
子
を
置
き
、
香
炉
、
花
、
置
く
事
な
り
」と
あ
り
。 

 

七
十
八 

箪
笥
を
香
の
時
用
い
る
事 

一 

箪
笥
の
内
に
香
炉
置
き
合
す
る
に
は
、
上
重
の
左
に
香
炉
を
置
き
、
右
に 

香
合
を
置
く
な
り
。
「ね
ぶ
と
」な
ど
よ
し
。
下
の
重
に
中
に
硯
、
左
に
料
紙
、 

右
に
水
入
れ
置
き
合
わ
す
べ
し
。
我
が
所
に
て
香
炉
に
火
を
取
り
候
は
ば
、
事 

故
な
く
火
を
と
る
べ
し
。
人
の
所
に
て
火
を
取
る
事
あ
ら
ば
、
箪
笥 

の
戸
を
開
き
、
諸
人
に
置
き
合
わ
せ
の
躰
を
見
せ
、
か
ん
じ
さ
せ
、 

我
も
ほ
め
て
、
さ
て
、
火
を
取
る
べ
き
な
り
。
ま
た
、
箪
笥
の
上
に
盆
に
居
え
て 

置
き
候
。
香
炉
に
火
を
取
る
時
、
盆
な
が
ら
お
ろ
し
て
、
さ
て
、
盆
よ
り
お
ろ
し
、 

火
を
取
る
べ
き
な
り
。
ま
た
、
盆
前
に
香
炉
御
覧
じ
度
な
ど
と
候
は
ば
、
則
ち
盆
よ
り 

お
ろ
し
、
御
覧
じ
、
ほ
め
て
、
ま
た
元
の
ご
と
く
盆
に
す
え
て
、
次
の
人
へ 

渡
す
な
り
。
御
覧
候
ほ
ど
の
人
、
何
れ
も
右
の
分
た
る
べ
き
な
り
。 

 

七
十
九 

押
板
五
つ
飾
り
の
事 

一 

先
ず
「押
板
（お
し
い
た
）
」と
云
う
事
を
知
る
人
少
な
し
。
大
内
よ
り
は
じ
め
、
公
家
に 

 

用
い
る
物
な
り
。
公
家
に
は
床
な
し
。
掛
物
を
掛
け
る
に
押
板
を
用
い
ら 

る
る
な
り
。
押
板
と
云
う
は
、
大
つ
い
立
て
（衝
立
）の
如
く
、
長
き
物
、
左
右
の 

縁
に
大
な
る
「く
わ
ん
」を
打
ち
て
、
そ
れ
に
太
き
緒
に
房
の
有
る
を
付
け
て
、 

そ
れ
を
持
ち
て
、
両
人
し
て
か
き
、
さ
て
床
上
に
置
く
。
そ
れ
に
掛
物
を
掛
け
る
。 

前
に
卓
を
置
き
、
香
炉
、
香
合
等
の
飾
り
有
り
。
そ
れ
を
東
山
殿
の
時
、 

武
家
へ
移
り
て
床
と
云
う
物
に
な
せ
り
。
こ
れ
作
り
付
け
の
押
板
な
り
。
こ
の
押
板 
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五
つ
飾
り
は
萬
（よ
ろ
ず
）
の
飾
り
の
元
な
り
。
中
に
香
炉
を
置
き
、
そ
の
前
脇
に 

火
筯
立
、
香
合
を
置
き
、
さ
て
、
燭
台
二
つ
、
花
瓶
二
つ
、
以
上
七
な
れ
ど
も
五
つ
飾
り 

と
云
う
は
、
花
瓶
、
燭
台
二
つ
宛
な
れ
ど
も
、
同
じ
も
の
な
れ
ば
、
花
瓶
一
つ
、
燭
台
一
つ
に 

置
く
な
り
。 

 

八
十 

 

掛
物
の
前
に
香
炉
置
く
事 

一 

凡
そ
掛
物
に
神
仏
聖
賢
の
像
等
を
掛
け
て
、
そ
の
前
に
香
炉
を 

置
く
は
、
こ
れ
「供
香
」な
り
。
山
水
花
鳥
等
を
掛
け
て
前
に
香
炉
を
置
く
は
、 

「空
焚
」な
り
。
こ
れ
、
客
人
饗
応
の
香
な
り
。
供
香
は
前
後
左
右
の
真
中
に 

置
く
な
り
。
空
焚
は
、
右
左
は
真
中
、
前
後
は
前
へ
畳
目
五
つ
か
三
つ 

引
き
出
し
て
置
く
な
り
。
「
翫
香
」は
香
盆
に
の
せ
軸
先
か
軸
脇
な
り
。
中
央
に
は 

置
か
ぬ
物
な
り
。 

 

八
十
一 

香
の
器
物
寸
法
の
事 

一 

寸
法
の
書
、
別
に
有
り
。
『尚
象
録
』と
云
う
。
（参
考
『御
家
流
香
道
寸
法
書
』） 

 

八
十
二 

包
紙
寸
折
形
の
事 

一 

包
紙
寸
法
、
折
形
、
別
に
あ
り
。
（参
考
『御
家
流
香
三
十
組
包
形
』） 

 

八
十
三 

韓
板
（か
ん
ば
ん
）の
事 

一 

か
ん
ば
ん
の
事
は
、
『香
道
秘
伝
』に
出
て
あ
り
。
足
の
有
る
は 

香
台
、
花
台
の
類
。
か
ん
ば
ん
は
足
な
し
。
薄
板
の
如
く
な
り
。 

 

八
十
四 

香
元
盤
打
鋪
の
事 

一 

香
元
盤
は
「連
理
香
」に
用
ゆ
極
真
の
物
な
り
。
貴
人
あ
し
ら
い
の
時
も
用
ゆ
る
。 

尤
も
組
香
の
道
具
な
り
。
打
敷
を
上
に
敷
き
寸
法
別
に
有
り
。
地
下
に
て
は 

無
紋
の
平
緒
な
り
。
薄
花
田
色
な
り
。 

（花
田
色
は
花
色
な
り
。
薄
花
田
色
と
有
る
は
「空
色
」な
り
。
） 

 
八
十
五 

香
事
伝
来
諸
宗
匠
の
事 

一 

当
流
皆
伝
の
人
と
書
し
て
伝
、
連
理
一
巻
の
奥
に
あ
り
。 

志
野
流
は 
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志
野
宗
信 
 

同 

宗
温 

 

同 

省
巴 

 

建
部
隆
勝 

坂
内
宗
拾 

 

本
阿
弥
光
悦 

 

同 

光
甫 

 

大
津
（澤
）喜
左
衛
門
常
栄 

大
津
（澤
）伝
衛
門
常
知 

 

大
口
恕
軒
保
高 

 

か
く
の
如
き
伝
来
な
り
。 

米
川
流
は 

坂
内
宗
拾 

 

芳
長
老 

 

米
川
常
伯 

 

同 

玄
察 

蜂
屋
宗
先 

 

眉
山
和
尚 

か
く
の
如
き
伝
来
な
り
。 

 

八
十
六 

御
香
所
と
云
う
事 

一 

凡
そ
御
香
所
と
云
う
は
、
時
の
興
業
に
堪
能
な
る
を
選
び
て
定
め 

給
う
。
「蹴
鞠
」は
飛
鳥
井
家
、
「筝
」は
四
辻
家
、
「琵
琶
」は 

西
園
寺
家
な
ど
と
、
代
々
に
こ
の
芸
を
伝
え
て
、
そ
の
家
を
定
む
る 

類
に
は
あ
ら
ず
。
御
歌
所
と
同
じ
く
そ
の
時
の
堪
能
の
人
を 

以
って
定
む
。
故
に
、
そ
の
家
定
ま
ら
ず
「御
家
」と
呼
ぶ
事
、
疑
う
人
あ
り
。 

こ
れ
は
、
古
書
を
見
ぬ
故
な
り
。
珠
光
が
一
紙
目
録
、
宗
信
筆
記
等
に 

す
べ
て
「御
家
」と
記
せ
り
。
家
の
風
な
ど
よ
み
し
歌
も 

有
り
、
考
え
見
る
べ
し
。 

 

人
皇
五
十
四
代 

仁
明
帝
御
宇 

 
 

 
 

八
條
本
康
親
王 

六
十
一
代 

朱
雀
帝
御
宇 

 
 
 

 

滋
井
右
大
弁
公
忠
朝
臣 

六
十
八
代 

後
一
條
帝
御
宇 

 
 

閑
院
太
政
大
臣
公
季
公 

 
 

 
 

 

同 

御
宇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
條
大
納
言
公
任
卿 

百
一
代 

後
小
松
帝
御
宇 

 
 
 

 

一
條
太
政
大
臣
良
基
公 

百
四
代 

後
土
御
門
帝
御
宇 

 
 

三
條
右
大
臣
公
敦
公 

 
 

 
 

同 

御
宇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太
政
大
臣
實
香
公 

百
五
代 

後
柏
原
帝
御
宇 

 
 
 

 

西
三
條
内
大
臣
實
隆
公 

 



- 34 - 

 

 

当
流
元
祖
、
号
「逍
遥
院
」
、
法
名
「尭
空
」、
天
文
六
（年
）十
月
三
日
薨
去 

百
七
代 

正
親
町
帝
御
宇 

 
 
 

西
三
條
右
大
臣
公
條
公
（号
「祢
名
院
」） 

百
九
代 

後
水
尾
帝
御
宇 

 
 
 

烏
丸
正
二
位
大
納
言
光
廣
公 

 
 

 
 

 
 
 
 

同 

御
宇 

 
 

 
 

 
 
 
 

正
二
位
大
納
言
資
慶
卿 

 
 

 
 

 
 
 
 

同 

御
宇 

 
 

 
 

 
 
 
 

風
早
正
二
位
中
納
言
實
種
公 

 右
は
、
諸
書
に
散
在
せ
る
香
事
堪
能
の
公
卿
、
香
の
御
家
と 

称
す
る
御
人
、
斯
く
の
如
く
な
り
。
六
十
九
代
實
仁
、
萬
壽
の
後
、 

三
十
三
帝
の
間
、
三
百
餘
年
の
間
、
「御
香
所
」御
一
人
も
聞
か
ず
。
予 

未
だ
考
ず
。
こ
の
間
、
乱
世
多
き
故
、
風
雅
す
た
れ
た
る
か
知
ら
ず
。
後
の 

識
者
を
待
つ
。 

 

八
十
七 

薫
物
龍
涎
香
類
焚
き
様
の
事 

一 

薫
物
類
聞
く
時
は
、
「
打
舖
」
を
用
ゆ
。
空
焚
の
時
は
、
「
隔
火
」
（
銀
葉
の
事
）
を
用
い
ず
。 

「春
日
野
」は
飛
ぶ
事
あ
り
。
心
得
て
聞
く
べ
し
。
こ
れ
は
方
中
に 

烟
硝
入
る
故
な
り
。
す
べ
て
合
香
に
は
、
麝
香
、
貝
香
、
龍
涎
香
の
類
入
る 

故
に
供
香
に
て
用
い
ず
。
空
焚
の
物
な
り
。

「
○
」平
た
く
し
て
こ
れ
ほ
ど
に 

糊
に
て
丸
く
火
の
上
に
直
に
置
く
な
り
。
銀
葉
は
上
に
は
置
か
ず
。 

龍
涎
香
な
ど
も
隔
火
を
用
い
ず
。 

 

八
十
八 

薫
物
方
数
品
有
る
事 

一 

合
香
は
、
翫
香
の
源
に
し
て
、
公
家
に
は
深
秘
事
多
し
。
六
種
の
香
を 

以
って
、
萬
の
薫
物
の
本
と
す
。
唐
に
て
も
昔
は
合
香
を
聞
き
賞
ぜ
し
な
り
。 

明
朝
の
末
に
至
り
て
、
一
味
の
竒
南
、
沈
水
を
翫
ぶ
様
に
な
れ
り
。 

唐
の
合
香
の
法
『懼
仙
神
隠
』（く
せ
ん
し
ん
い
ん
） 

『遵
生
八
牋
』（じ
ゅ
ん
せ
い
は
っせ
ん
）等
に
有
り
。 
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八
十
九 

薫
物
調
合
の
事 

沈
香 

交
趾
（こ
う
ち
）
の
沈
香
の
上
品
を
朽
ち
た
る
所
を
能
く
去
り
、
い
か
に
も 

細
く
刻
み
粉
を
去
り
、
す
つ
る
。 

丁
子 

花
を
去
り
て
き
ざ
み
、
か
ね
の
臼
に
て
挽
き
ぬ
。
篩
に
て 

ふ
る
う
。 

白
檀 

色
黄
色
に
し
て
匂
い
上
品
た
る
を
求
め
、
粉
に
お
ろ
す
。 

薫
（陸
） 

能
く
す
き
通
り
て
匂
い
能
き
を
く
だ
き
、
細
か
に
お
ろ
す
な
り
。 

甘
松 

色
赤
き
を
え
（選
）り
て
、
水
に
て
能
く
洗
い
、
陰
干
し
に
し
て
刻
み 

粉
に
す
。 

欝
金 

能
く
洗
い
き
ざ
み
て
お
ろ
す
。 

安
息 

打
ち
く
だ
き
、
お
ろ
し
ふ
る
う
。 

麝
香 
臍
（
ほ
ぞ
）
麝
香
の
上
品
を
皮
と
毛
と
能
く
去
り
て
、
能
く
す
り
、
粉
に
す
る
な
り
。 
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貝
香 

製
七
品
あ
り
左
に
記
す
。 

（※
「
田
螺
」の
蓋
を
用
ゆ
る
こ
と
も
あ
り
。
炷
き
て
よ
き
匂
い
あ
り
。
） 

壱
番
に
、
石
灰
と
水
に
常
の
灰
と
酒
を
入
れ
、
水
沢
山
に
し
て
煮
る
。 

和
ら
ぎ
た
る
時
、
か
た
き
蓋
の
様
成
る
も
の
を
へ
ぎ
取
り
て
あ
ぶ
る
な
り
。 

弐
番
に
、
や
げ
ん
（薬
研
）に
て
お
ろ
し
、
粉
に
す
る
な
り
。 

三
番
に
、
水
に
つ
け
て
、
浮
き
た
る
も
の
を
と
り
、
水
を
か
え
る
。 

四
番
に
、
水
多
く
、
酒
少
し
入
れ
、
貝
香
を
か
き
立
て
、
に
（煮
）る
。 

五
番
に
、
別
の
清
き
水
を
入
れ
、
そ
の
中
に
蜜
を
三
、
四
滴
入
れ
、
火
を
よ
わ
く 

し
て
静
か
に
い
（煎
）り
、
か
わ
か
し
て
煮
る
。 

六
番
に
、
酒
、
水
を
捨
て
清
き
水
ば
か
り
に
て
酒
毒
を
去
る
。 

七
番
に
、
そ
の
後
、
水
を
捨
て
、
薄
鍋
に
て
静
か
に
炒
り
、
乾
か
し
、
匂
い 

甚
だ
こ
う
ば
し
き
時
、
細
か
に
お
ろ
し
、
ふ
る
い
に
て
ふ
る
い 

上
げ
る
。
何
れ
も
香
貝
拵
え
候
道
具
。
さ
じ
、
羽
ね
と
も
に
、 

別
々
に
し
て
遣
う
が
よ
し
。 

鷺
の
事 

（※
「い
か
」の
甲
羅
な
り
。
）  

 
 

 
 

 

※
『香
道
百
箇
條
』か
ら
補
足 

い
か
に
も
古
き
に
し
く
は
な
し
。
塵
或
い
は
黒
き
物
を
え
り
、 

捨
て
、
日
に
干
し
て
用
い
る
な
り
。 

烏
の
事 

鍋
炭
の
は
な
を
取
り
て
能
く
炒
り
、
火
の
通
り
た
る
時
、
壷
へ 

入
れ
、
火
を
消
し
、
さ
め
た
る
時
炷
き
か
え
し
、
前
の
通
り
に 

す
る
な
り
。
尤
も
、
六
、
七
度
に
及
ん
で
、
能
く
能
く
摺
り
て
き
ぬ
ふ
る
い
（
絹
篩
） 

に
て
ふ
る
い
、
梅
花
に
は
「
梅
の
木
の
霜
」を
幾
度
も
幾
度
も 

炷
き
か
え
し
て
用
い
る
な
り
。 

蜜
の
事 

黒
み
つ
を
鍋
に
移
し
、
外
の
鍋
の
中
に
石
を
「三
つ
が
な
わ
」（∴

）に 

置
き
て
、
そ
の
上
に
蜜
を
掛
け
て
、
水
能
き
程
に
入
れ
、
湯
煮
に
し
て 

煉
る
。
泡
を
去
り
て
さ
ま
し
遣
う
。
白
蜜
に
て
も
宜
し
き 

は
よ
し
。
蜂
蜜
は
用
い
ず
。 

香
具
重
ね
の
次
第
の
事 

沈
香→
丁
子→

貝
香→

壇
香→

薫
陸→

甘
草→

藿
香→

欝
金→

麝
香 
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炷
（薫
）物
重
ね
様
の
事 

香
具
の
法
の
如
く
に
一
味
一
味
宛
置
き
分
け
、
包
み
置
き
て
、
図
の 

如
く
薄
様
に
沈
よ
り
始
め
、
み
ぞ
を
な
し
て
広
げ
置
き
て
、 

丁
、
貝
と
次
第
に
か
ふ
く
（香
具
）を
重
ね
て
、
朱
を
引
き
て
、
惣
し
て
、 

麝
ば
か
り
は
、
「ま
ゆ
は
き
」（眉
履
き
）に
て
麝
を
つ
け
て
、
無
名
指
（薬
指
）に
て 

「ぢ
く
ぢ
く
」切
り
て
重
ぬ
。
た
た
み
様
は
、
先
ず
「乾
」よ
り
初
め
て
畳
み 

「艮
」を
た
た
み
て
、
「坤
」を
た
た
み
、
「巽
」を
畳
み
、
そ
の
後
か
き
混
ぜ
て
、 

よ
り
く
だ
き
、
包
み
二
夜
を
経
て
取
り
出
し
、
「烏
」「鷺
」を
あ
わ
せ
る
な
り
。 

 

九
十 

 

薫
物
合
式
の
事 

一 

薫
物
合
わ
せ
「古
雅
」則
ち
「極
秘
六
種
香
」と
云
う
。
そ
の
席
、
薫
物
法 

様
々
候
へ
と
も
、
第
一
常
に
用
い
候
は
こ
の
六
種
な
り
。 

春
は
「梅
花
」、
夏
は
「荷
葉
」、
秋
は
「菊
花
」、
冬
は
「落
葉
」 

こ
の
四
に
「侍
従
」、
「黒
方
」、
以
上
六
品
な
り
。 

古
雅
に
曰
く
「梅
花
は
、
春
の
梅
の
な
つ
か
し
き
香
に
か
よ
え
り
。 

荷
葉
は
、
は
ち
す
の
凉
し
き
香
に
か
よ
え
り
。
菊
花
は
、 

秋
の
き
く
の
身
に
し
む
凉
し
き
香
に
か
よ
え
り
。
落
葉
は
、 

冬
の
木
の
葉
散
る
頃
、
は
ら
は
ら
と
匂
い
来
る
に
か
よ
え
り
。
」時
に 

随
い
て
、
昔
の
人
は
合
せ
ら
れ
た
り
。 

烏
鷺
蜜
両
目
の
事 

梅
花 

 

烏 

十
匁 

 
 

鷺 

十
匁 

 
 

蜜 

弐
拾
六
匁 

 
 

荷
葉 

 

同 

十
五
匁 

 

同 

十
五
匁 

 

同 

四
拾
匁 

 



- 38 - 

 

 

  

菊
花 

 

烏 

五
匁 

 
 

 

鷺 

五
匁 

 
 

 

蜜 

拾
五
匁 

落
葉 

 

同 

十
匁 

 
 

 

同 

十
匁 

 
 

 

同 

弐
拾
六
匁 

侍
従 

 

同 

十
匁 

 
 

 

同 

十
匁 

 
 

 

同 

弐
拾
六
匁 

黒
方 
 

同 

十
弐
匁 

 

同 

十
弐
匁 

 

同 

三
拾
匁 

 

重
ね
た
る
香
具
を
物
に
入
れ
、
能
く
く
だ
き
、
そ
の
内
へ
烏
鷺
を 

う
ち
入
れ
、
打
ち
返
し
、
幾
度
も
能
く
交
ぜ
て
、
そ
の
内
へ
蜜
を
入
れ
て
、
箸 

に
て
い
か
に
も
細
か
に
く
だ
き
て
、
一
夜
を
経
て
、
臼
に
て
搗
く
べ
し
。 

何
れ
も
杵
の
数
三
千
き
ね
（杵
）つ
く
べ
し
。
菊
花
は
千
五
百
杵
搗
く
べ
し
。 

「侍
従
」は
、
「乙
侍
従
」と
い
う
女
房
の
合
わ
せ
初
め
ぬ
れ
ば
、
そ
の
名
を 

呼
ぶ
と
云
え
り
。
山
田
の
尼
を
始
め
は
「侍
従
」と
い
え
ば
、
こ
の
尼
の 

合
わ
せ
初
め
し
と
も
云
え
り
。
い
ず
れ
に
て
も
香
、
そ
の
袖
の
香
も
覚
ゆ
ば
か
り
の 

匂
い
な
り
。 

「黒
方
」は
薫
物
の
匂
い
に
て
は
玄
の
玄
と
云
う
心
に
て
名
付
け 

た
る
を
「
黒
方
」と 

（【欄
外
】假
名
書
き
に
か
か
せ
る
を
後
人
誤
り
て
「黒
方
」と
）書
く 

と
云
え
り
。
誤
り
を
改
め
ず
、
そ
の
字
を
書
く
も 

憚
り
あ
る
心
に
て
、
例
有
れ
ば
、
か
み
の
「玄
」の
字
を
書
く
な
り
。 

 

「侍
従
、
黒
方
、
こ
の
二
種
は
霜
雪
の
頃
に
寒
き
に
合
わ
せ
よ
」と
伝
え 

た
り
。
し
か
し
、
こ
れ
は
人
の
伝
え
も
交
え
ず
。
古
き
文
に
書
き
置
き
し 

を
も
見
ず
。
兼
ね
て
合
わ
せ
試
み
て
か
く
な
し
置
き
し
を
人
の
見
せ
よ
と 

云
う
に
あ
ら
た
め
て
序
に
及
ぶ
も
の
か
。 

梅
花 

 

沈
香 

五
匁 

 

丁
子 

一
両 

 

貝
香 

一
両 

甘
松 

一
匁 

 

麝
香 

二
分 

荷
葉 
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沈 

一
匁
二
分 

 

丁 

二
匁
三
分 

 

白 

一
匁
三
分 

 

貝 

二
匁
二
分 

甘 

一
分 

 
 

 
 

藿
香 

二
分 

 

安
息
香 

一
分 

 

鬱
金 

三
分 

菊
花 

 

沈 

二
匁 

 
 

丁 

一
匁 

 

貝 

二
分 

 

甘 

三
朱 

薫
陸 

三
朱 

 

麝
香 

一
分 

き
く
の
花
の
い
か
に
も
か
う
ば
し
き
（を
）と
り
て
、
薄
様
の
下
に 

き
く
を
敷
き
て
、
そ
の
上
に
香
包
を
重
ね
、
直
ぐ
に
包
み
て
五
日
を 

経
て
、
そ
の
は
な
を
を
撤
し
て
烏
鷺
を
合
わ
せ
、
み
つ
（蜜
）を
合
わ
す
な
り
。 

落
葉 

 

沈 

四
匁
三
分 

 

丁 

一
両
二
分 

 

貝 

二
匁
二
分 

甘 

一
分 

 

麝 

二
分 

薫 

一
分 

侍
従 

 

沈 

四
両 

 

丁 

二
両 

 

貝 

一
両 

 

甘 

一
分
二
朱 

 
 

后
（占
）唐 

一
分
二
厘 

黒
方 

 

沈 

五
両 

 

丁 

二
両 

 

貝 

一
両 

 

白 

三
分 

 

薫 

三
分 

麝 

三
分 

こ
の
六
種
は
後
小
松
帝
勅
撰
の
六
種
調
合
の
秘
な
れ
ど
も
、 

こ
こ
に
あ
ら
わ
す
。 （四

匁
＝
一
両→

約10g

、
一
分→

約0.4g

、
一
朱→

約0.07g

） 

 

薫
物
地
に
埋
む
事 

春 

五
日 

 

夏 

三
日 

 

秋 

七
日 

 

冬 

十
日 

梅
の
木
の
下
か
菊
の
も
と
に
（法
に
）随
い
て
埋
む
べ
し
。
然
れ
ど
も 

雨
の
恐
れ
あ
れ
ば
、
便
宜
よ
き
方
に
埋
む
べ
し
。
尤
も
流
川
に 

う
づ
む
は
常
の
事
な
り
。 

 

九
十
一 

連
歌
俳
偕
（諧
）香
の
事 

一 

連
歌
の
席
へ
必
ず
炷
組
香
を
催
す
な
り
。
さ
て
、
連
歌
香
と
云
う
に 

ま
た
法
あ
り
。
色
々
の
名
の
香
を
以
って
、
つ
づ
き
面
白
く
炷
く
事
な
り
。 

譬
え
ば
「須
磨
」に
「明
石
」、
「涼
風
」に
「千
鳥
」、
「雲
井
」に
「斜
月
」
の
類
な
り
。 
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俳
偕
と
云
う
も
こ
の
類
の
事
な
り
。
ま
た
香
銘
に
発
句
、
脇
、
第
三
の
心
得 

に
て
、
そ
の
銘
相
応
の
香
を
次
第
に
つ
ぐ
事
な
り
。
ま
た
、
寄
合
の
席
へ
（を
） 

催
す
に
、
間
銘
香
な
ど
は
俳
偕
等
の
席
、
こ
れ
ま
た
催
す
事
な
り
。 

 

九
十
二 

路
次
香
炉
の
事 

一 

路
次
香
炉
は
、
茶
法
に
路
次
待
合
の
所
へ
香
炉
出
だ
し
居
え
候
事
あ
り
。 

そ
の
時
の
茶
法
の
通
り
心
得
、
夫
々
夫
々
に
心
を
附
け
、
相
客
と
も
会
釈 

挨
拶
在
る
べ
き
な
り
。 

 

九
十
三 

香
関
守
の
事 

一 

囲
み
の
内
、
ま
た
香
の
間
の
入
口
に
置
き
候
事
も
あ
り
。
茶
法
関
守
の
如
く 

相
客
へ
も
得
と
見
せ
て
「そ
ろ
り
」と
脇
へ
よ
せ
、
さ
わ
ら
ぬ
様
に
出
し
置
く
な
り
。 

さ
て
、
ま
た
茶
法
の
通
り
に
亭
主
へ
挨
拶
す
る
習
い
な
り
。 

【欄
外
注
書
】茶
法
関
守
は
水
上
妙
秀
の
説
に
「石
州
流
に
て
今
に
四
畳
半
流
立
の

事
柄
は
関
守
と
云
う
な
り
」と 

 

九
十
四 

香
の
茶
の
湯
の
事 

一 

炷
組
香
、
名
香
合
わ
せ
の
式
の
書
も
あ
り
。
茶
の
湯
に
香
炉
を
出
す
事
、 

客
香
を
聞
く
人
に
て
夜
深
に
来
る
時
の
会
、
寒
き
朝
な
ど
、 

客
亭
隙
な
ら
ば
香
炉
を
出
す
べ
し
。
ま
た
、
押
懸
け
の
時
な
ら
ぬ 

客
有
る
時
、
涌
湯
も
な
く
勝
手
と
と
の
わ
ざ
る
と
き
、
出
し
て
よ
し
。 

香
は
、
二
、
三
種
に
て
も
火
を
取
り
、
灰
を
押
し
、
香
聞
く
間
あ
れ
ば
な
り
。
従
人
、 

用
人
な
ど
客
に
隨
い
け
る
時
、
香
を
出
す
事
は
法
外
な
り
。
ま
た
、
茶
過
ぎ
て 

香
炉
を
出
す
事
あ
り
。
時
に
よ
る
べ
し
。
名
香
合
わ
せ
の
書
に
委
し
。 

 

九
十
五 

名
香
合
の
式
の
事 

一 

貴
人
、
老
人
、
小
児
、
女
中
、
ま
た
香
の
功
者
た
る
べ
く
、
正
銘
正
し
き 

香
を
先
ず
連
中
一
炷
宛
香
元
へ
渡
し
、
名
香
包
に
そ
の
出
香
の
仁 

の
名
乗
を
書
き
記
し
置
く
。
香
元
、
そ
の
連
中
の
出
香
を
打
ち
交
ぜ
て 

左
右
と
二
注
取
り
、
一
炷
宛
焚
き
出
す
。
さ
て
、
連
中
、
右
の
左
右
と 



- 41 - 

 

 

 

二
炷
の
香
聞
き
終
わ
り
て
、
香
元
よ
り
折
居
ま
た
は
香
盆
を
廻
し
、
そ
の
時
、 

札
を
打
つ
な
り
。
銘
香
合
わ
せ
の
札
は
、
表
に
風
雅
の
銘
を
書
き
、
裏
に
は 

一

枚
「
左

」
、
一

枚
「
右

」
と
云
う
字
を
記

し
置
く
な
り
。 

左 
 

 

右 

さ
て
、
二

炷

の
香 

聞
き
終
わ
り
て
、
「右
勝
ち
し
」と
聞
く
時
は
、
「右
」の
札
打
ち
、
「左
勝
つ
べ
し
」と 

聞
く
時
は
、
「
左
」の
札
打
つ
な
り
。
さ
て
、
右
済
み
て
、
記
録
は
筆
者
「
右
」
に
打
ち
候 

札
を
改
め
見
、
「左
り
」多
き
時
は
、
左
勝
ち
故
、
左
を
先
に
記
し
、
右
多
き
時
は
、 

右
を
先
に
記
し
、
さ
て
ま
た
香
の
薫
り
、
香
銘
の
所
に
す
が
り
、
そ
の 

時
の
判
者
の
力
次
第
に
風
情
面
白
く
言
葉
を
多
く
美
に
し
て
、
風
雅
を
書
き
つ
づ
く 

る
な
り
。
ま
た
、
左
右
お
な
じ
数
に
い
れ
た
る
時
は
「持
」と 

し
て
、
一
入
（ひ
と
し
お
）に
面
白
く
評
す
べ
し
。
こ
れ
香
道
第
一
の
風
情
な
り
。 

次
第
別
に
あ
り
。 

 

九
十
六 

問
名
香
合
式
の
事 

一 

問
名
香
合
わ
せ
の
式
は
、
厳
儀
な
り
。
初
め
に
連
中
何
人
と
相
定
め
、
五
人
に
て
も 

七
人
に
て
も
、
焚
き
組
香
の
通
り
香
元
を
定
め
、
さ
て
、
連
中
着
座
候
は
ば
一
礼 

あ
る
べ
し
。
尤
も
、
飾
り
付
け
等
、
別
巻
に
有
る
の
通
り
な
り
。
記
録
は
文
臺
に 

載
せ
、
壱
人
功
者
の
者
扣
（ひ
か
）へ
居
え
申
す
べ
き
な
り
。
門
弟
衆
な
ら
ば
下
座
、 

御
客
様
に
て
記
録
ま
た
香
元
等
成
ら
れ
候
て
、
上
座
た
る
べ
し
。
さ
て
、
配
り
は
、 

貴
人
よ
り
段
々
順
に
居
る
。
ま
た
、
同
輩
ば
か
り
の
時
は
老
人
、
小
児
の
類
、 

ま
た
、
香
功
者
た
る
も
よ
し
。
さ
て
ま
た
、
香
は
定
ま
り
た
る
銘
を
や
め 

そ
の
時
の
風
情
付
け
合
い
よ
く
段
々
炷
く
な
り
。
尤
も
、
作
り
銘
す
る
な
り
。 

た
と
え
ば
、
九
月
催
し
候
会
に
「山
路
の
菊
」と
名
乗
り
、
香
元
へ
出
だ
し
て
、 

香
元
炷
き
出
す
。
そ
の
次
へ
「白
か
さ
ね
」と
炷
き
候
様
成
る
心
持
ち
な
り
。 

判
者
は
、
こ
れ
を
深
山
に
雪
の
降
り
積
も
り
た
る
景
色
に
見
な
し 

言
葉
書
き
す
る
な
り
。
そ
の
次
へ
ま
た
「玉
簾
隙
」（こ
す
の
ひ
ま
）と
た
く
、
こ
の
處
は 
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美
し
き
女
御
の
姿
、
雪
の
は
だ
え
（肌
）に
見
な
し
た
る
よ
り
文
を
付
く
る
な
り
。 

香
の
聞
き
、
木
所
等
の
上
中
下
は
右
香
合
わ
せ
の
外
に
は
申
さ
ず
候
な
り
。 

問
名
香
合
わ
せ
は
作
り
銘
に
し
て
続
き
面
白
く
、
連
歌
、
俳
偕
の
様
に 

発
句
、
脇
、
第
三
の
心
持
ち
あ
る
な
り
。
面
白
き
風
情
能
き
を
第
一
と
す
。 

尤
も
席
順
に
炷
き
候
な
り
。
さ
て
、
歌
合
に
香
を
付
く
る
と
云
う
事
は
、
歌
合
せ
の 

如
く
段
々
そ
の
銘
を
こ
し
ら
え
、
面
白
く
炷
く
事
な
り
。
ま
た
、
歌
合
せ 

相
済
み
候
折
に
香
を
御
聞
き
有
る
時
、
面
白
く
作
り
銘
し
て
香
を 

段
々
歌
の
如
く
、
記
録
面
白
く
炷
く
こ
と
あ
り
。
香
道
第
一
の
風
情
な
り
。 

 

九
十
七 

銘
香
名
寄
木
処
附
の
事 

一 

古
来
、
名
香
十
炷
、
五
十
炷
、
六
十
一
種
、
そ
の
外
、
百
種
、
二
百
種
の
名
香
の
事 

な
り
。 

さ
て
ま
た
、
木
所
と
云
う
は
極
秘
な
り
。
六
所
の
事
、
別
巻
、
そ
の
上
に
口
伝
あ
り
。
香
道 

第
一
の
秘
事
な
り
。 

 

九
十
八 

焚
合
香
式
次
第
の
事 

一 

焚
き
合
わ
せ
式
、
こ
れ
当
流
三
ヶ
の
伝
な
り
。
別
巻
あ
り
。
口
伝
多
し
。
香
道 

第
一
の
儀
な
り
。
秘
す
べ
し
。 

 

九
十
九 

木
所
気
味
の
事 

一 

右
同
断
、
秘
事
な
り
。
こ
の
木
所
に
通
達
す
る
時
は
、
組
香
等
は 

百
種
百
的
違
い
無
き
物
な
り
。
「
真
花
月
香
」に
て
伝
う
る
な
り
。 

 

百 
 

 

連
理
香
式
次
第
の
事 

一 
香
道
三
ヶ
の
伝
の
内
、
第
一
の
秘
事
な
り
。
組
香
百
中
百
的
違
い
無 

き
人
、
香
道
執
心
深
き
人
な
ら
ば
、
こ
の
香
伝
授
す
べ
し
。
聞
香 

上
手
に
て
も
不
執
心
に
て
香
道
大
切
に
致
さ
ぬ
面
々
へ
は
、
決
し
て 

伝
う
ま
じ
き
な
り
。
さ
て
ま
た
、
家
柄
悪
し
き
者
へ
は
伝
う 
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ま
じ
き
事
な
り
。
さ
て
、
連
理
伝
授
の
一
巻
は
そ
の
弟
子
に 

伝
う
べ
き
人
こ
れ
無
き
は
、
先
師
へ
返
布
す
べ
し
。
尤
も
伝
授
す
べ
き 

弟
子
こ
れ
有
る
は
、
先
師
へ
相
断
（談
）聞
き
届
け
の
上
に
て
伝
う
べ
き
事 

要
用
な
り
。
香
炷
き
様
、
聞
き
様
、
厳
儀
式
た
る
べ
し
。
尚
、 

極
意
、
焼
合
、
木
所
、
連
理
の
巻
有
り
。
口
伝
多
し
。 

   

百
箇
條
口
授
書 

終
り 

       右
、
当
流
と
雖
も
秘
書
、
御
執
心
に
よ
って
相
伝
こ
れ
畢
（お
わ
ん
ぬ
）
。 

猥
（み
だ
り
）に
他
見
、
他
言
、
赦
（ゆ
る
す
）す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。 

 

伊
与
田
宗
茂
勝
由 

在
判 

宗
茂 
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